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白雪姫

グリム
菊池寛訳






　むかしむかし、冬のさなかのことでした。雪が、鳥の羽のように、ヒラヒラと天からふっていましたときに、ひとりの女王じょおうさまが、こくたんのわくのはまった窓まどのところにすわって、ぬいものをしておいでになりました。女王さまは、ぬいものをしながら、雪をながめておいでになりましたが、チクリとゆびを針はりでおさしになりました。すると、雪のつもった中に、ポタポタポタと三滴てきの血ちがおちました。まっ白い雪の中で、そのまっ赤な血ちの色が、たいへんきれいに見えたものですから、女王さまはひとりで、こんなことをお考えになりました。

「どうかして、わたしは、雪のようにからだが白く、血のように赤いうつくしいほっぺたをもち、このこくたんのわくのように黒い髪かみをした子がほしいものだ。」と。

　それから、すこしたちまして、女王さまは、ひとりのお姫ひめさまをおうみになりましたが、そのお姫さまは色が雪のように白く、ほおは血のように赤く、髪の毛はこくたんのように黒くつやがありました。それで、名も白雪姫しらゆきひめとおつけになりました。けれども、女王さまは、このお姫さまがおうまれになりますと、すぐおなくなりになりました。

　一年以上たちますと、王さまはあとがわりの女王さまをおもらいになりました。その女王さまはうつくしいかたでしたが、たいへんうぬぼれが強く、わがままなかたで、じぶんよりもほかの人がすこしでもうつくしいと、じっとしてはいられないかたでありました。ところが、この女王さまは、まえから一つのふしぎな鏡かがみを持っておいでになりました。その鏡をごらんになるときは、いつでも、こうおっしゃるのでした。

「鏡かがみや、鏡、壁かべにかかっている鏡よ。

　国じゅうで、だれがいちばんうつくしいか、いっておくれ。」


　すると、鏡はいつもこう答えていました。

「女王さま、あなたこそ、お国でいちばんうつくしい。」


　それをきいて、女王さまはご安心なさるのでした。というのは、この鏡は、うそをいわないということを、女王さまは、よく知っていられたからです。

　そのうちに、白雪姫しらゆきひめは、大きくなるにつれて、だんだんうつくしくなってきました。お姫さまが、ちょうど七つになられたときには、青々と晴れた日のように、うつくしくなって、女王さまよりも、ずっとうつくしくなりました。ある日、女王さまは、鏡の前にいって、おたずねになりました。

「鏡や、鏡、壁にかかっている鏡よ。

　国じゅうで、だれがいちばんうつくしいか、いっておくれ。」


　すると、鏡は答えていいました。

「女王じょおうさま、ここでは、あなたがいちばんうつくしい。

　けれども、白雪姫しらゆきひめは、千ばいもうつくしい。」


　女王さまは、このことをおききになると、びっくりして、ねたましくなって、顔色を黄いろくしたり、青くしたりなさいました。

　さて、それからというものは、女王さまは、白雪姫をごらんになるたびごとに、ひどくいじめるようになりました。そして、ねたみと、こうまんとが、野原の草がいっぱいはびこるように、女王さまの、心の中にだんだんとはびこってきましたので、いまでは夜もひるも、もうじっとしてはいられなくなりました。

　そこで、女王さまは、ひとりのかりうどをじぶんのところにおよびになって、こういいつけられました。

「あの子を、森の中につれていっておくれ。わたしは、もうあの子を、二どと見たくないんだから。だが、おまえはあの子をころして、そのしょうこに、あの子の血ちを、このハンケチにつけてこなければなりません。」

　かりうどは、そのおおせにしたがって、白雪姫しらゆきひめを森の中へつれていきました。かりうどが、狩かりにつかう刀かたなをぬいて、なにも知らない白雪姫の胸むねをつきさそうとしますと、お姫さまは泣いて、おっしゃいました。

「ああ、かりうどさん、わたしを助けてちょうだい。そのかわり、わたしは森のおくの方にはいっていって、もう家にはけっしてかえらないから。」

　これをきくと、かりうども、お姫さまがあまりにうつくしかったので、かわいそうになってしまって、

「じゃあ、はやくおにげなさい。かわいそうなお子さまだ。」といいました。

「きっと、けものが、すぐでてきて、くいころしてしまうだろう。」と、心のうちで思いましたが、お姫さまをころさないですんだので、胸の上からおもい石でもとれたように、らくな気もちになりました。ちょうどそのとき、イノシシの子が、むこうからとびだしてきましたので、かりうどはそれをころして、その血ちをハンケチにつけて、お姫さまをころしたしょうこに、女王さまのところに持っていきました。女王さまは、それをごらんになって、すっかり安心して、白雪姫は死んだものと思っていました。

　さて、かわいそうなお姫さまは、大きな森の中で、たったひとりぼっちになってしまって、こわくってたまらず、いろいろな木の葉っぱを見ても、どうしてよいのか、わからないくらいでした。お姫さまは、とにかくかけだして、とがった石の上をとびこえたり、イバラの中をつきぬけたりして、森のおくの方へとすすんでいきました。ところが、けだものはそばをかけすぎますけれども、すこしもお姫さまをきずつけようとはしませんでした。白雪姫は、足のつづくかぎり走りつづけて、とうとうゆうがたになるころに、一軒けんの小さな家うちを見つけましたので、つかれを休めようと思って、その中にはいりました。その家の中にあるものは、なんでもみんな小さいものばかりでしたが、なんともいいようがないくらいりっぱで、きよらかでした。

　そのへやのまん中には、ひとつの白い布きれをかけたテーブルがあって、その上には、七つの小さなお皿さらがあって、またその一つ一つには、さじに、ナイフに、フォークがつけてあって、なおそのほかに、七つの小さなおさかずきがおいてありました。そして、また壁かべぎわのところには、七つの小さな寝ねどこが、すこしあいだをおいて、じゅんじゅんにならんで、その上には、みんな雪のように白い麻あさの敷布しきふがしいてありました。

　白雪姫は、たいへんおなかがすいて、おまけにのどもかわいていましたから、一つ一つのお皿さらから、すこしずつやさいのスープとパンをたべ、それから、一つ一つのおさかずきから、一滴てきずつブドウ酒しゅをのみました。それは、一つところのを、みんなたべてしまうのは、わるいと思ったからでした。それが、すんでしまうと、こんどは、たいへんつかれていましたから、ねようと思って、一つの寝どこにはいってみました。けれども、どれもこれもちょうどうまくからだにあいませんでした。長すぎたり、短すぎたりしましたが、いちばんおしまいに、七ばんめの寝どこが、やっとからだにあいました。それで、その寝どこにはいって、神さまにおいのりをして、そのままグッスリねむってしまいました。

　日がくれて、あたりがまっくらになったときに、この小さな家の主人たちがかえってきました。その主人たちというのは、七人の小人こびとでありました。この小人たちは、毎日、山の中にはいりこんで、金や銀ぎんのはいった石をさがして、よりわけたり、ほりだしたりするのが、しごとでありました。小人こびとはじぶんたちの七つのランプに火をつけました。すると、家の中がパッとあかるくなりますと、だれかが、その中にいるということがわかりました。それは、小人たちが家をでかけたときのように、いろいろのものが、ちゃんとおいてなかったからでした。第一の小人が、まず口をひらいて、いいました。

「だれか、わしのいすに腰こしをかけた者があるぞ。」

　すると、第二の小人がいいました。

「だれか、わしのお皿さらのものをすこしたべた者があるぞ。」

　第三の小人がいいました。

「だれか、わしのパンをちぎった者があるぞ。」

　第四の小人がいいました。

「だれか、わしのやさいをたべた者があるぞ。」

　第五の小人がいいました。

「だれかわしのフォークを使った者があるぞ。」

　第六の小人こびとがいいました。

「だれか、わしのナイフで切った者があるぞ。」

　第七の小人がいいました。

「だれか、わしのさかずきでのんだ者があるぞ。」

　それから、第一の小人が、ほうぼうを見まわしますと、じぶんの寝ねどこが、くぼんでいるのを見つけて、声をたてました。

「だれが、わしの寝どこにはいりこんだのだ。」

　すると、ほかの小人こびとたちが寝ねどこへかけつけてきて、さわぎだしました。

「わしの寝どこにも、だれかがねたぞ。」

　けれども、第七ばんめの小人は、じぶんの寝どこへいってみると、その中に、はいってねむっている白雪姫を見つけました。こんどは、第七ばんめの小人が、みんなをよびますと、みんなは、なにがおこったのかと思ってかけよってきて、びっくりして声をたてながら七つのランプを持ってきて白雪姫をてらしました。

「おやおやおやおや、なんて、この子は、きれいなんだろう。」と、小人こびとはさけびました。それから小人たちは、大よろこびで、白雪姫しらゆきひめをおこさないで、寝ねどこの中に、そのままソッとねさせておきました。そして、七ばんめの小人は、一時間ずつほかの小人の寝どこにねるようにして、その夜をあかしました。

　朝になって、白雪姫は目をさまして、七人の小人を見て、おどろきました。けれども、小人たちは、たいへんしんせつにしてくれて、「おまえさんの名まえはなんというのかな。」とたずねました。すると、

「わたしの名まえは、白雪姫というのです。」と、お姫さまは答えました。

「おまえさんは、どうして、わたしたちの家うちにはいってきたのかね。」と、小人たちはききました。そこで、お姫さまは、まま母が、じぶんをころそうとしたのを、かりうどが、そっと助けてくれたので、一日じゅう、かけずりまわって、やっと、この家を見つけたことを、小人たちに話しました。その話をきいて、小人たちは、

「もしも、おまえさんが、わしたちの家の中のしごとをちゃんと引きうけて、にたきもすれば、おとこものべるし、せんたくも、ぬいものも、あみものも、きちんときれいにする気があれば、わしたちは、おまえさんを家うちにおいてあげて、なんにもふそくのないようにしてあげるんだが。」といいました。

「どうぞ、おねがいします。」と、お姫さまはたのみました。それからは、白雪姫しらゆきひめは、小人こびとの家にいることになりました。

　白雪姫は、小人の家のしごとを、きちんとやります。小人の方では毎朝、山にはいりこんで、金や銀ぎんのはいった石をさがし、夜になると、家にかえってくるのでした。そのときまでに、ごはんのしたくをしておかねばなりませんでした。ですから、ひるまは白雪姫は、たったひとりでるすをしなければなりませんので、しんせつな小人たちは、こんなことをいいました。

「おまえさんのまま母さんに用心なさいよ。おまえさんが、ここにいることを、すぐ知るにちがいない。だから、だれも、この家の中にいれてはいけないよ。」

　こんなことはすこしも知らない女王さまは、かりうどが白雪姫をころしてしまったものだと思って、じぶんが、また第一のうつくしい女になったと安心していましたので、あるとき鏡かがみの前にいって、いいました。

「鏡や、鏡、壁かべにかかっている鏡よ。

　国じゅうで、だれがいちばんうつくしいか、いっておくれ。」


　すると、鏡が答えました。

「女王じょおうさま、ここでは、あなたがいちばんうつくしい。

　けれども、いくつも山こした、

　七人の小人の家にいる白雪姫しらゆきひめは、

　まだ千ばいもうつくしい。」


　これをきいたときの、女王さまのおどろきようといったらありませんでした。この鏡は、けっしてまちがったことをいわない、ということを知っていましたので、かりうどが、じぶんをだましたということも、白雪姫が、まだ生きているということも、みんなわかってしまいました。そこで、どうにかして、白雪姫をころしてしまいたいものだと思いまして、またあたらしく、いろいろと考えはじめました。女王さまは、国じゅうでじぶんがいちばんうつくしい女にならないうちは、ねたましくて、どうしても、安心していられないからでありました。

　そこで、女王さまは、おしまいになにか一つの計略けいりゃくを考えだしました。そしてじぶんの顔を黒くぬって、年よりの小間物屋こまものやのような着物きものをきて、だれにも女王さまとは思えないようになってしまいました。こんなふうをして、七つの山をこえて、七人の小人こびとの家にいって、戸をトントンとたたいて、いいました。

「よい品物しなものがありますが、お買いになりませんか。」

　白雪姫はなにかと思って、窓まどから首をだしてよびました。

「こんにちは、おかみさん、なにがあるの。」

「上等じょうとうな品で、きれいな品を持ってきました。いろいろかわったしめひもがあります。」といって、いろいろな色の絹糸きぬいとであんだひもを、一つ取りだしました。白雪姫は、

「この正直しょうじきそうなおかみさんなら、家の中にいれてもかまわないだろう。」と思いまして、戸をあけて、きれいなしめひもを買いとりました。

「おじょうさんには、よくにあうことでしょう。さあ、わたしがひとつよくむすんであげましょう。」と、年よりの小間物屋こまものやはいいました。

　白雪姫は、すこしもうたがう気がありませんから、そのおかみさんの前に立って、あたらしい買いたてのひもでむすばせました。すると、そのばあさんは、すばやく、そのしめひもを白雪姫の首をまきつけて、強くしめましたので、息ができなくなって、死んだようにたおれてしまいました。

「さあ、これで、わたしが、いちばんうつくしい女になったのだ。」といって、まま母はいそいで、でていってしまいました。

　それからまもなく、日がくれて、七人の小人こびとたちが、家にかえってきましたが、かわいがっていた白雪姫が、地べたの上にたおれているのを見たときには、小人たちのおどろきようといったらありませんでした。白雪姫は、まるで死人のように、息もしなければ、動きもしませんでした。みんなで白雪姫を地べたから高いところにつれていきました。そして、のどのところが、かたくしめつけられているのを見て、小人たちは、しめひもを二つに切ってしまいました。すると、すこし息をしはじめて、だんだん元気づいてきました。小人たちは、どんなことがあったのかをききますと、姫はきょうあった、いっさいのことを話しました。

「その小間物売こまものうりの女こそ、鬼おにのような女王にちがいない。よく気をつけなさいよ。わたしたちがそばにいないときには、どんな人だって、家にいれないようにするんですよ。」と。

　わるい女王の方では、家にかえってくると、すぐ鏡かがみの前にいって、たずねました。

「鏡や、鏡、壁かべにかかっている鏡よ。

　国じゅうで、だれがいちばんうつくしいか、いっておくれ。」


　すると、鏡は、正直しょうじきにまえとおなじに答えました。

「女王さま、ここでは、あなたがいちばんうつくしい。

　けれども、いくつも山こした、

　七人の小人こびとの家にいる白雪姫は、

　まだ千ばいもうつくしい。」


と、このことを女王さまがきいたときには、からだじゅうの血ちがいっぺんに、胸むねによってきたかと思うくらいおどろいてしまいました。白雪姫が、また生きかえったということを知ったからです。

「だが、こんどこそは、おまえを、ほんとうにころしてしまうようなことを工夫くふうしてやるぞ。」そういって、じぶんの知っている魔法まほうをつかって、一つの毒どくをぬった櫛くしをこしらえました。それから、女王さまは、みなりをかえ、まえとはべつなおばあさんのすがたになって、七つの山をこえ、七人の小人のところにいって、トントンと戸をたたいて、いいました。

「よい品物しなものがありますが、お買いになりませんか。」

　白雪姫は、中からちょっと顔をだして、

「さあ、あっちにいってちょうだい。だれも、ここにいれないことになっているんですから。」

「でも、見るだけなら、かまわないでしょう。」

　おばあさんはそういって、毒どくのついている櫛くしを、箱はこから取りだし、手のひらにのせて高くさしあげてみせました。ところが、その櫛がばかに、白雪姫のお気にいりましたので、その方に気をとられて、思わず戸をあけてしまいました。そして、櫛を買うことがきまったときに、おばあさんは、

「では、わたしが、ひとつ、いいぐあいに髪かみをといてあげましょう。」といいました。

　かわいそうな白雪姫は、なんの気なしに、おばあさんのいうとおりにさせました。ところが、櫛くしの歯はが髪の毛のあいだにはいるかはいらないうちに、おそろしい毒が、姫の頭あたまにしみこんだものですから、姫はそのばで気をうしなってたおれてしまいました。

「いくら、おまえがきれいでも、こんどこそおしまいだろう。」と、心のまがった女は、きみのわるい笑いを浮かべながら、そこをでていってしまいました。

　けれども、ちょうどいいぐあいに、すぐゆうがたになって、七人の小人こびとがかえってきました。そして、白雪姫が、また死んだようになって、地べたにたおれているのを見て、すぐまま母のしわざと気づきました。それで、ほうぼう姫のからだをしらべてみますと、毒どくの櫛くしが見つかりましたので、それをひきぬきますと、すぐに姫は息をふきかえしました。そして、きょうのことを、すっかり小人たちに話しました。小人たちは、白雪姫にむかってもういちど、よく用心して、けっしてだれがきても、戸をあけてはいけないと、ちゅういしました。

　心のねじけた女王さまは、家にかえって、鏡かがみの前に立っていいました。

「鏡や、鏡、壁かべにかかっている鏡よ。

　国じゅうで、だれがいちばんうつくしいか、いっておくれ。」


　すると、鏡は、まえとおなじようにに答えました。

「女王さま、ここでは、あなたがいちばんうつくしい。

　けれども、いくつも山こした、

　七人の小人の家にいる白雪姫は、

　まだ千ばいもうつくしい。」


　女王さまは、鏡かがみが、こういったのをきいたとき、あまりの腹はらだちに、からだじゅうをブルブルとふるわしてくやしがりました。

「白雪姫のやつ、どうしたって、ころさないではおくものか。たとえ、わたしの命がなくなっても、そうしてやるのだ。」と、大きな声でいいました。それからすぐ、女王さまは、まだだれもはいったことのない、はなれたひみつのへやにいって、そこで、毒どくの上に毒をぬった一つのリンゴをこさえました。そのリンゴは、見かけはいかにもうつくしくて、白いところに赤みをもっていて、一目見ると、だれでもかじりつきたくなるようにしてありました。けれども、その一きれでもたべようものなら、それこそ、たちどころに死んでしまうという、おそろしいリンゴでした。

　さて、リンゴが、すっかりできあがりますと、顔を黒くぬって、百姓しょうのおかみさんのふうをして、七つの山をこして、七人の小人こびとの家へいきました。そして、戸をトントンとたたきますと、白雪姫が、窓まどから頭あたまをだして、

「七人の小人が、いけないといいましたから、わたしは、だれも中にいれるわけにはいきません。」といいました。

「いいえ、はいらなくてもいいんですよ。わたしはね、いまリンゴをすててしまおうかと思っているところなので、おまえさんにも、ひとつあげようかと思ってね。」と、百姓しょうの女はいいました。

「いいえ、わたしはどんなものでも、人からもらってはいけないのよ。」と、白雪姫はことわりました。

「おまえさんは、毒どくでもはいっていると思いなさるのかね。まあ、ごらんなさい。このとおり、二つに切って、半分はわたしがたべましょう。よくうれた赤い方を、おまえさんおあがりなさい。」といいました。

　そのリンゴは、たいへんじょうずに、こしらえてありまして、赤い方のがわだけに、毒どくがはいっていました。白雪姫は、百姓のおかみさんが、さもうまそうにたべているのを見ますと、そのきれいなリンゴがほしくてたまらなくなりました。それで、ついなんの気なしに手をだして、毒どくのはいっている方の半分を受けとってしまいました。けれども、一かじり口にいれるかいれないうちに、バッタリとたおれ、そのまま息がたえてしまいました。すると、女王さまは、そのようすをおそろしい目つきでながめて、さもうれしそうに、大きな声で笑いながら、

「雪のように白く、血ちのように赤く、こくたんのように黒いやつ、こんどこそは、小人こびとたちだって、助けることはできまい。」といいました。そして、大いそぎで家にかえりますと、まず鏡かがみのところにかけつけてたずねました。

「鏡や、鏡、壁かべにかかっている鏡よ。

　国じゅうで、だれがいちばんうつくしいか、いっておくれ。」


　すると、とうとう鏡が答えました。

「女王さま、お国でいちばん、あなたがうつくしい。」


　これで、女王さまの、ねたみぶかい心も、やっとしずめることができて、ほんとうにおちついた気もちになりました。

　ゆうがたになって、小人たちは、家にかえってきましたが、さあたいへん、こんども、また白雪姫が、地べたにころがって、たおれているではありませんか。びっくりして、かけよってみれば、もう姫の口からは息一つすらしていません。かわいそうに死んで、もうひえきってしまっているのでした。小人たちは、お姫さまを、高いところにはこんでいって、なにか毒どくになるものはありはしないかと、さがしてみたり、ひもをといたり、髪かみの毛をすいたり、水や、お酒で、よくあらってみたりしましたが、なんの役にもたちませんでした。みんなでかわいがっていたこどもは、こうしてほんとうに死んでしまって、ふたたび生きかえりませんでした。

　小人たちは、白雪姫のからだを、一つの棺かんの上にのせました。そして、七人の者が、のこらずそのまわりにすわって、三日三晩泣きくらしました。それから、姫をうずめようと思いましたが、なにしろ姫はまだ生きていたそのままで、いきいきと顔色も赤く、かわいらしく、きれいなものですから、小人たちは、

「まあ見ろよ。これを、あのまっ黒い土の中に、うめることなんかできるものか。」そういって、外から中が見られるガラスの棺かんをつくり、その中に姫のからだをねかせ、その上に金文字きんもじで白雪姫という名を書き、王さまのお姫さまであるということも、書きそえておきました。それから、みんなで、棺を山の上にはこびあげ、七人のうちのひとりが、いつでも、そのそばにいて番をすることになりました。すると、鳥や、けだものまでが、そこにやってきて、白雪姫のことを泣きかなしむのでした。いちばんはじめにきたのは、フクロウで、そのつぎがカラス、いちばんおしまいにハトがきました。

　さて、白雪姫は、ながいながいあいだ棺かんの中によこになっていましたが、そのからだは、すこしもかわらず、まるで眠っているようにしか見えませんでした。お姫さまは、まだ雪のように白く、血ちのように赤く、こくたんのように黒い髪かみの毛をしていました。

　すると、そのうち、ある日のこと、ひとりの王子おうじが、森の中にまよいこんで、七人の小人の家にきて、一晩とまりました。王子は、ふと山の上にきて、ガラスの棺に目をとめました。近よってのぞきますと、じつにうつくしいうつくしい少女のからだがはいっています。しばらくわれをわすれて見とれていました王子は、棺の上に金文字で書いてあることばをよみ、すぐ小人たちに、

「この棺かんを、わたしにゆずってくれませんか。そのかわりわたしは、なんでも、おまえさんたちのほしいと思うものをやるから。」といわれました。けれども、小人たちは、

「たとえわたしたちは、世界じゅうのお金を、みんないただいても、こればかりはさしあげられません。」とお答えしました。

「そうだ、これにかわるお礼なんぞあるもんじゃあない。だがわたしは、白雪姫を見ないでは、もう生きていられない。お礼なぞしないから、ただください。わたしの生きているあいだは、白雪姫をうやまい、きっとそまつにはしないから。」王子おうじはおりいっておたのみになりました。

　王子が、こんなにまでおっしゃるので、気だてのよい小人たちは、王子の心もちを、気のどくに思って、その棺をさしあげることにしました。王子は、それを、家来けらいたちにめいじて、肩かたにかついではこばせました。ところが、まもなく、家来のひとりが、一本の木につまずきました。で、棺がゆれたひょうしに、白雪姫がかみ切った毒どくのリンゴの一きれが、のどからとびだしたものです。すると、まもなく、お姫さまは目をパッチリ見ひらいて、棺かんのふたをもちあげて、起きあがってきました。そして元気づいて、

「おやまあ、わたしは、どこにいるんでしょう。」といいました。それをきいた王子のよろこびはたとえようもありませんでした。

「わたしのそばにいるんですよ。」といって、いままであったことをお話しになって、そのあとから、

「わたしは、あなたが世界じゅうのなにものよりもかわいいのです。さあ、わたしのおとうさんのお城しろへいっしょにいきましょう。そしてあなたは、わたしのお嫁よめさんになってください。」といわれました。

　そこで、白雪姫もしょうちして、王子といっしょにお城にいきました。そして、ふたりのごこんれいは、できるだけりっぱに、さかんにいわわれることになりました。

　けれども、このおいわいの式しきには、白雪姫のまま母である女王さまもまねかれることになりました。女王さまは、わかい花嫁はなよめが白雪姫だとは知りませんでした。女王さまはうつくしい着物きものをきてしまったときに、鏡かがみの前にいって、たずねました。

「鏡や、鏡、壁かべにかかっている鏡よ。

　国じゅうで、だれがいちばんうつくしいか、いっておくれ。」


　鏡は答えていいました。

「女王さま、ここでは、あなたがいちばんうつくしい。

　けれども、わかい女王さまは、千ばいもうつくしい。」


　これをきいたわるい女王さまは、腹をたてまいことか、のろいのことばをつぎつぎにあびせかけました。そして、気になって気になって、どうしてよいか、わからないくらいでした。女王さまは、はじめのうちは、もうごこんれいの式しきにはいくのをやめようかと思いましたけれども、それでも、じぶんででかけていって、そのわかい女王さまを見ないでは、とても、安心できませんでした。女王さまは、まねかれたご殿てんにはいりました。そして、ふと見れば、わかい女王になる人とは白雪姫ではありませんか。女王はおそろしさで、そこに立ちすくんだまま動くことができなくなりました。

　けれども、そのときは、もう人々がまえから石炭せきたんの火の上に、鉄てつでつくったうわぐつをのせておきましたのが、まっ赤にやけてきましたので、それを火ばしでへやの中に持ってきて、わるい女王さまの前におきました。そして、むりやり女王さまに、そのまっ赤にやけたくつをはかせて、たおれて死ぬまでおどらせました。










ラプンツェル
グリム
中島孤島訳






　むかしむかし夫婦者ふうふものがあって、永ながい間あいだ、小児こどもが欲ほしい、欲ほしい、といい暮くらしておりましたが、やっとおかみさんの望のぞみがかなって、神様かみさまが願ねがいをきいてくださいました。この夫婦ふうふの家うちの後方うしろには、小ちいさな窓まどがあって、その直すぐ向むこうに、美うつくしい花はなや野菜やさいを一面めんに作つくった、きれいな庭にわがみえるが、庭にわの周囲まわりには高たかい塀へいが建廻たてまわされているばかりでなく、その持主もちぬしは、恐おそろしい力ちからがあって、世間せけんから怖こわがられている一人ひとりの魔女まじょでしたから、誰一人たれひとり、中なかへはいろうという者ものはありませんでした。

　或ある日ひのこと、おかみさんがこの窓まどの所ところへ立たって、庭にわを眺ながめて居いると、ふと美うつくしいラプンツェル（菜の一種、我邦の萵苣
（チシャ）に当る。）の生はえ揃そろった苗床なえどこが眼めにつきました。おかみさんはあんな青々あおあおした、新あたらしい菜なを食たべたら、どんなに旨うまいだろうと思おもうと、もうそれが食たべたくって、食たべたくって、たまらない程ほどになりました。それからは、毎日まいにち毎日まいにち、菜なの事ことばかり考かんがえていたが、いくら欲ほしがっても、迚とても食たべられないと思おもうと、それが元もとで、病気びょうきになって、日増ひましに痩やせて、青あおくなって行ゆきます。これを見みて、夫おっとはびっくりして、尋たずねました。

「お前まえは、まア、何どうしたんだえ？」

「ああ！」とおかみさんが答こたえた。「家うちの後方うしろの庭にわにラプンツェルが作つくってあるのよ、あれを食たべないと、あたし死しんじまうわ！」

　男おとこはおかみさんを可愛かわいがって居いたので、心こころの中うちで、

「妻さいを死しなせるくらいなら、まア、どうなってもいいや、その菜なを取とって来きてやろうよ。」

と思おもい、夜よにまぎれて、塀へいを乗のり越こえて、魔法まほうつかいの庭にわへ入はいり、大急おおいそぎで、菜なを一つかみ抜ぬいて来きて、おかみさんに渡わたすと、おかみさんはそれでサラダをこしらえて、旨うまそうに食たべました。けれどもそのサラダの味あじが、どうしても忘わすれられない程ほど、旨うまかったので、翌日よくじつになると、前まえよりも余計よけいに食たべたくなって、それを食たべなくては、寝ねられないくらいでしたから、男おとこは、もう一度ど、取とりに行ゆかなくてはならない事ことになりました。

　そこで又また、日ひが暮くれてから、取とりに行ゆきましたが、塀へいをおりて見みると、魔法まほうつかいの女おんなが、直すぐ目めの前まえに立たって居いたので、男おとこはぎょっとして、その場ばへ立たちすくんでしまいました。すると魔女まじょが、恐おそろしい目めつきで、睨にらみつけながら、こう言いいました。

「何なんだって、お前まえは塀へいを乗越のりこえて来きて、盗賊ぬすびとのように、私わたしのラプンツェルを取とって行ゆくのだ？ そんなことをすれば、善よいことは無ないぞ。」

「ああ！　どうぞ勘弁かんべんして下ください！」と男おとこが答こたえた。「好すき好このんで致いたした訳わけではございません。全まったくせっぱつまって余儀よぎなく致いたしましたのです。妻かないが窓まどから、あなた様さまのラプンツェルをのぞきまして、食たべたい、食たべたいと思おもいつめて、死しぬくらいになりましたのです。」

　それを聞きくと、魔女まじょはいくらか機嫌きげんをなおして、こう言いいました。

「お前まえの言いうのが本当ほんとうなら、ここにあるラプンツェルを、お前まえのほしいだけ、持もたしてあげるよ。だが、それには、お前まえのおかみさんが産うみ落おとした小児こどもを、わたしにくれる約束やくそくをしなくちゃいけない。小児こどもは幸福しあわせになるよ。私わたしが母親ははおやのように世話せわをしてやります。」

　男おとこは心配しんぱいに気きをとられて、言いわれる通とおりに約束やくそくしてしまった。で、おかみさんがいよいよお産さんをすると、魔女まじょが来きて、その子こに「ラプンツェル」という名なをつけて、連つれて行いってしまいました。

　ラプンツェルは、世界せかいに二人ふたりと無ないくらいの美うつくしい少女むすめになりました。少女むすめが十二歳さいになると、魔女まじょは或ある森もりの中なかにある塔とうの中なかへ、少女むすめを閉籠とじこめてしまった。その塔とうは、梯子はしごも無なければ、出口でぐちも無なく、ただ頂上てっぺんに、小ちいさな窓まどが一つあるぎりでした。魔女まじょが入はいろうと思おもう時ときには、塔とうの下したへ立たって、大おおきな声こえでこう言いうのです。

「ラプンツェルや！　ラプンツェルや！

　お前まえの頭髪かみを下さげておくれ！」


　ラプンツェルは黄金きんを伸のばしたような、長ながい、美うつくしい、頭髪かみを持もって居いました。魔女まじょの声こえが聞きこえると、少女むすめは直すぐに自分じぶんの編あんだ髪かみを解ほどいて、窓まどの折釘おれくぎへ巻まきつけて、四十尺しゃくも下したまで垂たらします。すると魔女まじょはこの髪かみへ捕つかまって登のぼって来くるのです。

　二三年ねん経たって、或ある時とき、この国くにの王子おうじが、この森もりの中なかを、馬うまで通とおって、この塔とうの下したまで来きたことがありました。すると塔とうの中なかから、何なんとも言いいようのない、美うつくしい歌うたが聞きこえて来きたので、王子おうじはじっと立停たちどまって、聞きいていました。それはラプンツェルが、退屈凌たいくつしのぎに、かわいらしい声こえで歌うたっているのでした。王子おうじは上うえへ昇のぼって見みたいと思おもって、塔とうの入口いりぐちを捜さがしたが、いくら捜さがしても、見みつからないので、そのまま帰かえって行ゆきました。けれどもその時とき聞きいた歌うたが、心こころの底そこまで泌しみ込こんで居いたので、それからは、毎日まいにち、歌うたをききに、森もりへ出でかけて行ゆきました。

　或ある日ひ、王子おうじは又また森もりへ行いって、木きのうしろに立たって居いると、魔女まじょが来きて、こう言いいました。

「ラプンツェルや！　ラプンツェルや！

　　お前まえの頭髪かみを下さげておくれ！」


　それを聞きいて、ラプンツェルが編あんだ頭髪かみを下したへ垂たらすと、魔女まじょはそれに捕つかまって、登のぼって行ゆきました。

　これを見みた王子おうじは、心こころの中うちで、「あれが梯子はしごになって、人ひとが登のぼって行いかれるなら、おれも一つ運試うんだめしをやって見みよう」と思おもって、その翌日よくじつ、日ひが暮くれかかった頃ころに、塔とうの下したへ行いって

「ラプンツェルや！　ラプンツェルや！

　お前まえの頭髪かみを下さげておくれ！」


というと、上うえから頭髪かみのけがさがって来きたので、王子おうじは登のぼって行ゆきました。

　ラプンツェルは、まだ一度ども、男おとこというものを見みたことがなかったので、今いま王子おうじが入はいって来きたのを見みると、初はじめは大変たいへんに驚おどろきました。けれども王子おうじは優やさしく話はなしかけて、一度ど聞きいた歌うたが、深ふかく心こころに泌しみ込こんで、顔かおを見みるまでは、どうしても気きが安やすまらなかったことを話はなしたので、ラプンツェルもやっと安心あんしんしました。それから王子おうじが妻つまになってくれないかと言いい出だすと、少女むすめは王子おうじの若わかくって、美うつくしいのを見みて、心こころの中うちで、

「あのゴテルのお婆ばあさんよりは、この人ひとの方ほうがよっぽどあたしをかわいがってくれそうだ。」

と思おもいましたので、はい、といって、手てを握にぎらせました。少女むすめはまた

「あたし、あなたとご一しょに行いきたいんだが、わたしには、どうして降おりたらいいか分わからないの。あなたがお出でいになるたんびに、絹紐きぬひもを一本ぽん宛ずつ持もって来きて下ください、ね、あたしそれで梯子はしごを編あんで、それが出来上できあがったら、下したへ降おりますから、馬うまへ乗のせて、連つれてって頂戴ちょうだい。」

といいました。それから又また、魔女まじょの来くるのは、大抵たいてい日中ひるまだから、二人ふたりはいつも、日ひが暮くれてから、逢あうことに約束やくそくを定きめました。

　ですから、魔女まじょは少すこしも気きがつかずに居いましたが、或ある日ひ、ラプンツェルは、うっかり魔女まじょに向むかって、こう言いいました。

「ねえ、ゴテルのお婆ばあさん、何どうしてあんたの方ほうが、あの若様わかさまより、引上ひきあげるのに骨ほねが折おれるんでしょうね。若様わかさまは、ちょいとの間まに、登のぼっていらっしゃるのに！」

「まア、この罰当ばちあたりが！」と魔女まじょが急きゅうに高たかい声こえを立たてた。「何なんだって？ 私わたしはお前まえを世間せけんから引離ひきはなして置おいたつもりだったのに、お前まえは私わたしを瞞だましたんだね！」

こう言いって、魔女まじょはラプンツェルの美うつくしい髪かみを攫つかんで、左ひだりの手てへぐるぐると巻まきつけ、右みぎの手てに剪刀はさみを執とって、ジョキリ、ジョキリ、と切きり取とって、その見事みごとな辮髪べんぱつを、床ゆかの上うえへ切落きりおとしてしまいました。そうして置おいて、何なんの容赦ようしゃもなく、この憐あわれな少女むすめを、砂漠さばくの真中まんなかへ連つれて行いって、悲かなしみと嘆なげきの底そこへ沈しずめてしまいました。

　ラプンツェルを連つれて行いった同おなじ日ひの夕方ゆうがた、魔女まじょはまた塔とうの上うえへ引返ひきかえして、切きり取とった少女むすめの辮髪べんぱつを、しっかりと窓まどの折釘おれくぎへ結ゆわえつけて置おき、王子おうじが来きて、

「ラプンツェルや！　ラプンツェルや！

お前まえの頭髪かみを下さげておくれ！」


と言いうと、それを下したへ垂たらしました。王子おうじは登のぼって来きたが、上うえには可愛かわいいラプンツェルの代かわりに、魔女まじょが、意地いじのわるい、恐こわらしい眼めで、睨にらんで居いました。

「あッは！」と魔女まじょは嘲笑あざわらった。「お前まえは可愛かわいい人ひとを連つれに来きたのだろうが、あの綺麗きれいな鳥とりは、もう巣すの中なかで、歌うたっては居いない。あれは猫ねこが攫さらってってしまったよ。今度こんどは、お前まえの眼玉めだまも掻毮かきむしるかもしれない。ラプンツェルはもうお前まえのものじゃア無ない。お前まえはもう、二度どと、彼女あれにあうことはあるまいよ。」

　こう言いわれたので、王子おうじは余あまりの悲かなしさに、逆上とりのぼせて、前後ぜんごの考かんがえもなく、塔とうの上うえから飛とびました。幸さいわいにも、生命いのちには、別状べつじょうもなかったが、落おちた拍子ひょうしに、茨ばらへ引掛ひっかかって、眼めを潰つぶしてしまいました。それからは、見みえない眼めで、森もりの中なかを探さぐり廻まわり、木きの根ねや草くさの実みを食たべて、ただ失なくした妻つまのことを考かんがえて、泣ないたり、嘆なげいたりするばかりでした。

　王子おうじはこういう憐あわれな有様ありさまで、数年すうねんの間あいだ、当あてもなく彷徨さまよい歩あるいた後のち、とうとうラプンツェルが棄すてられた沙漠さばくまでやって来きました。ラプンツェルは、その後ご、男おとこと女おんなの双生児ふたごを産うんで、この沙漠さばくの中なかに、悲かなしい日ひを送おくって居いたのです。王子おうじは、ここまで来くると、どこからか、聞きいたことのある声こえが耳みみに入はいったので、声こえのする方ほうへ進すすんで行ゆくと、ラプンツェルが直すぐに王子おうじを認みとめて、いきなり頸くびへ抱着だきついて、泣なきました。そしてその涙なみだが、王子おうじの眼めへ入はいると、忽たちまち両方りょうほうの眼めが明あいて、前まえの通とおり、よく見みえるようになりました。

　そこで王子おうじは、ラプンツェルを連つれて、国くにへ帰かえりましたが、国くにの人々ひとびとは、大変たいへんな歓喜よろこびで、この二人ふたりを迎むかえました。その後ご二人ふたりは、永ながい間あいだ、睦むつまじく、幸福こうふくに、暮くらしました。

　それにしても、あの年寄としよった魔女まじょは、どうなったでしょう？ それは誰たれも知しった者ものはありません。










ルンペルシュチルツヒェン
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　むかし、あるところに、こなやがありました。水車小屋でこなをひくのを商売にして、まずしくくらしてはいましたが、ひとり、きれいなむすめをもっていました。

　ところで、ひょんなことから、このこなやが、王さまとむかいあって、お話することになりました。そこで、すこしばかり、ていさいをつくろうため、粉屋はこんなことをいいました。

「わたくしに、むすめがひとりございますが、わらをつむいで、金にいたします。」

　王さまは、こなやの話を聞いて、

「ほほう、それはめずらしいげいとうだね。ほんとうに話のとおり、おまえのむすめに、そんなきようなことができるなら、さぞおもしろいことであろう。では、あした、さっそく城へつれてくるがいい。ひとつ、わたしがためしてみてやろう。」と、いいました。

　さて、むすめが、いやおうなし、王さまのところへつれてこられると、王さまは、むすめをさっそく、わらのいっぱいつんであるおへやにいれました。そうして、糸車とまきわくをわたして、こういいました。

「さあ、すぐと、しごとにかかるがよい。今夜からあしたの朝はやくまでかかって、このわらが金につむげなければ、そちのいのちはないものとおもうがよいぞ。」

　こういいのこして、王さまは、じぶんでへやの戸に、じょうをかってしまいました。むすめは、ひとりぼっち、あとにのこりました。

　さて、むすめは、ぽつねんとそこにすわったきり、いったいどうしたらいいのか、とほうにくれていました。わらを金につむぐなんて、そんなこと、まるでわかりようはありません。だんだん、心配になってきて、とうとう、たまらなくなると、むすめはわっと泣きだしました。

　するうち、ふと、戸があきました。ひとり、豆つぶのように小さな男がはいってきて、こういいました。

「こんばんは、こなやのおじょっちゃん、なんでそんなにかなしそうに泣きなさるえ。」

「まあ、あたし、わらを金につむがなければならないのだけれど、どうしてするものだかわからないの。」と、むすめはいいました。

　すると、こびとがいいました。

「わたしが、かわりに、それをつむいであげたら、なにをほうびにくれるえ。」

「この首くびかざりをね。」と、むすめはいいました。

　こびとは、首かざりをもらうと、糸車の前にすわりました。ぶるるん、ぶるるん、ぶるるん、三どまわすと、まきわくは、金の糸でいっぱいになりました。それから、こびとは、また二ばんめのまきわくをかけて、ぶるるん、ぶるるん、ぶるるん、三どまわすと、三どめで、またふたつめのわくが、いっぱいになりました。こうやって、あとから、あとからとやっていくうち、朝になりました。もうそれまでに、のこらずまきわくは、いっぱい金の糸になっていました。

　お日さまがのぼると、もうさっそく、王さまはやってきて、へやじゅうきらきら光っている金をみて、びっくりしました。すると、よけい、いくらでももっと金がほしくなりました。

　王さまは、また、こなやのむすめをもうひとつの、やはりわらのいっぱいつんである、しかもずっと大きなおへやへ、つれていかせました。

　そうして、こんどもまた、いのちが惜おしかったら、ひと晩でこれを金の糸につむげと、いいつけました。

　むすめは、どうしていいかわからないので、泣いていますと、こんどもやはり戸があいて、そこにこびとが姿をあらわしました。そうして、

「わらを金につむいだら、なにをわたしにほうびにくれるえ。」と、いいました。

「わたしの指にはめているゆびわ。」と、むすめはいいました。

　こびとは、ゆびわをもらうと、また糸車をぶるるん、ぶるるん、まわしはじめました。そうして、朝までに、のこらずのわらを、きらきら光る金の糸にしあげました。

　王さまは、うずたかい金の山をみて、にこにこしながら、でも、まだまだそれだけではまんぞくできなくなりました。それで、またまた、わらのいっぱいつんである、もっと大きいへやへ、こなやのむすめをつれていかせました。そうして、

「さあ、今晩のうちに、これをしあげてしまうのだよ。そのかわり、しゅびよくそれをしとげれば、わたしの妃きさきにしてあげる。」と、いいました。

「よし、それがこなやのむすめふぜいであるにしても、それこそ世界じゅうさがしたって、こんな金持の妻つまはないからな。」と、王さまは考えていました。

　さて、むすめがひとり、ぽつねんとしていますと、れいのこびとは、三どめにまたやってきて、こういいました。

「さあ、こんどもわらを金につむいであげたら、なにをほうびにくれるえ。」

「あたし、もう、なんにもあげるものがないわ。」と、むすめはこたえました。

「じゃあ、こういうことにしよう。王さまのお妃におまえがなって、いちばんはじめにうまれたこどもを、わたくしにくれると約束やくそくおし。」

（どうなるものか、さきのことなぞわかるものではないわ。）と、こなやのむすめは考えていました。

　それに、なにしろせっぱつまったなかで、なにをほかにどうしようくふうもありません。それで、むすめは、こびとののぞむままの約束をしてしまいました。そうして、こびとは、三どめにまた、わらを金につむいでくれました。さて、そのあくる朝、王さまはやってきてみて、なにもかも、ちゅうもんしたとおりにいっているのがわかりました。そこで王さまは、むすめとご婚礼こんれいの式をあげて、こなやのきれいなむすめは、王さまのお妃になりました。

　一年たって、お妃は、うつくしいこどもを生みました。そうして、もうこびとのことなんか、考えてもいませんでした。すると、そこへひょっこり、こびとがへやの中にあらわれて、

「さあ、約束やくそくのものをもらいにきたよ。」と、いいました。

　お妃はぎくりとしました。こどもをつれて行くことをかんにんしてくれるなら、そのかわりに、この国じゅうのこらずのたからをあげるから、といってたのみました。でも、こびとは、

「いんにゃ、生きているもののほうが、世界じゅうのたからのこらずもらうより、ましじゃよ。」と、いいました。

　こういわれて、お妃は、おろん、おろん、泣きだしました。しくん、しくん、しゃくりあげました。それで、こびとも、さすがにきのどくになりました。

「じゃあ、三日のあいだ待ってあげる。」と、こびとはいいました。「それまでに、もし、わたしの名前をなんというか、それがわかったら、こどもはおまえにかえしてあげる。」

　そこで、お妃は、ひと晩じゅう考えて、どうかして、じぶんの聞いて知っているだけの名前のこらずのなかから、あれかこれか、考えつこうとしました。それから、べつにつかいの者をだして、国じゅうあるかせて、いったい、この世の中に、どのくらい、どういう名前があるものか、いくら遠くでもかまわず、のばせるだけ足をのばして、たずねさせました。

　そのあくる日、こびとはやってきました。お妃は、ここぞと、カスパルだの、メルヒオールだの、バルツェルだの、でまかせな名前からいいはじめて、およそ知っているだけの名前を、かたはしからいってみました。でも、どの名前も、どの名前も、いわれるたんびに、

「そんな名じゃないぞ。」と、こびとは首をふりました。

　二日ふつかめに、お妃は、つかいのものに、こんどはきんじょを、それからそれとあるかせて、いったい世間せけんでは、どんな名前をつけているものか聞かせました。そうして、こびとがまたくると、なるたけ聞きなれない、なるたけへんてこな名前ばかりよっていいました。

「たぶん、リッペンビーストっていうのじゃない。それとも、ハメルスワーデかな。それとも、シュニールバインかな。」

　でも、こびとはあいかわらず、

「そんな名じゃないぞ。」と、いっていました。

　さて、三日めになったとき、つかいのものはかえってきて、こういう話をしました。

「これといって、新しい名前はいっこうにたずねあたりませんでしたが、ある高い山の下で、そこの森を出はずれたところを、わたくしはとおりました。ちょうどそこで、きつねとうさぎが、さようなら、おやすみなさい、をいっておりました。そのとき、わたくしはふと、そのへんに一けん、小家こいえをみつけました。その家の前に、たき火がしてありまして、火のまわりに、それはいかにもとぼけた、おかしなかっこうのこびとが、しかも一本足で、ぴょんぴょこ、ぴょんぴょこ、とびながら、はねまわっておりました。そうして、いうことに、

きょうはパンやき、あしたは酒つくり、

一夜あければ妃のこどもだ。

はれやれ、めでたい、たれにもわからぬ、

おらの名前は、

ルンペルシュチルツヒェン。


と、こうもうしておりました。」

　つかいの者の話のなかから、こびとの名前を聞きだしたとき、お妃はまあ、どんなによろこんだでしょう。みなさん、さっしてみてください。さて、そういうそばから、もうそこへ、れいのこびとはあらわれました。

　そうして、「さあ、お妃さん、どうだね、わたしの名前はわかったかい。」と、いいました。

　お妃はわざとまず、

「クンツかな。」

「ちがうわい。」

「では、ハインツね。」

「ちがうわい。」

「じゃあ、たぶん、おまえの名前は、ルンペルシュチルツヒェン。」

「悪魔あくまが話したんだ、悪魔が話したんだ。」と、こびとはさけびました。そうして、腹だちまぎれに、右足で、したか大地をけりつけると、からだごとうずまるくらい深い穴あながあきました。それから、いかりたけって、両手に左足をひっぱるひょうしに、じぶんでじぶんのからだを、まっぷたつにひきさいてしまいました。










赤ずきんちゃん
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　むかし、むかし、あるところに、ちいちゃいかわいい女の子がありました。それはたれだって、ちょいとみただけで、かわいくなるこの子でしたが、でも、たれよりもかれよりも、この子のおばあさんほど、この子をかわいがっているものはなく、この子をみると、なにもかもやりたくてやりたくて、いったいなにをやっていいのかわからなくなるくらいでした。それで、あるとき、おばあさんは、赤いびろうどで、この子にずきんをこしらえてやりました。すると、それがまたこの子によく似あうので、もうほかのものは、なんにもかぶらないと、きめてしまいました。そこで、この子は、赤ずきんちゃん、赤ずきんちゃん、とばかり、よばれるようになりました。

　ある日、おかあさんは、この子をよんでいいました。

「さあ、ちょいといらっしゃい、赤ずきんちゃん、ここにお菓子かしがひとつと、ぶどう酒しゅがひとびんあります。これを赤ずきんちゃん、おばあさんのところへもっていらっしゃい。おばあさんは、ご病気でよわっていらっしゃるが、これをあげると、きっと元気になるでしょう。それでは、あつくならないうちにおでかけなさい。それから、そとへでたら気をつけて、おぎょうぎよくしてね、やたらに、しらない横道へかけだしていったりなんかしないのですよ。そんなことをして、ころびでもしたら、せっかくのびんはこわれるし、おばあさんにあげるものがなくなるからね。それから、おばあさんのおへやにはいったら、まず、おはようございます、をいうのをわすれずにね。はいると、いきなり、おへやの中をきょろきょろみまわしたりなんかしないでね。」

「そんなこと、あたし、ちゃんとよくしてみせてよ。」と、赤ずきんちゃんは、おかあさんにそういって、指きりしました。

　ところで、おばあさんのおうちは、村から半道はなれた森の中にありました。赤ずきんちゃんが森にはいりかけますと、おおかみがひょっこりでてきました。でも、赤ずきんちゃんは、おおかみって、どんなわるいけだものだかしりませんでしたから、べつだん、こわいともおもいませんでした。

「赤ずきんちゃん、こんちは。」と、おおかみはいいました。

「ありがとう、おおかみちゃん。」

「たいそうはやくから、どちらへ。」

「おばあちゃんのところへいくのよ。」

「前かけの下にもってるものは、なあに。」

「お菓子に、ぶどう酒。おばあさん、ご病気でよわっているでしょう。それでおみまいにもってってあげようとおもって、きのう、おうちで焼いたの。これでおばあさん、しっかりなさるわ。」

「おばあさんのおうちはどこさ、赤ずきんちゃん。」

「これからまた、八、九町ちょうもあるいてね、森のおくのおくで、大きなかしの木が、三ぼん立っている下のおうちよ。おうちのまわりに、くるみの生垣いけがきがあるから、すぐわかるわ。」

　赤ずきんちゃんは、こうおしえました。

　おおかみは、心の中でかんがえていました。

「わかい、やわらかそうな小むすめ、こいつはあぶらがのって、おいしそうだ。ばあさまよりは、ずっとあじがよかろう。ついでにりょうほういっしょに、ぱっくりやるくふうがかんじんだ。」

　そこで、おおかみは、しばらくのあいだ、赤ずきんちゃんとならんであるきながら、道みちこう話しました。

「赤ずきんちゃん、まあ、そこらじゅうきれいに咲いている花をごらん。なんだって、ほうぼうながめてみないんだろうな。ほら、小鳥が、あんなにいい声で歌をうたっているのに、赤ずきんちゃん、なんだかまるできいていないようだなあ。学校へいくときのように、むやみと、せっせこ、せっせこと、あるいているんだなあ。そとは、森の中がこんなにあかるくてたのしいのに。」

　そういわれて、赤ずきんちゃんは、あおむいてみました。すると、お日さまの光が、木と木の茂った中からもれて、これが、そこでもここでも、たのしそうにダンスしていて、どの木にもどの木にも、きれいな花がいっぱい咲いているのが、目にはいりました。そこで、

「あたし、おばあさまに、げんきでいきおいのいいお花をさがして、花たばをこしらえて、もってってあげようや。するとおばあさん、きっとおよろこびになるわ。まだ朝はやいから、だいじょうぶ、時間までに行かれるでしょう。」

と、こうおもって、ついと横道から、その中へかけだしてはいって、森の中のいろいろの花をさがしました。そうして、ひとつ花をつむと、その先に、もっときれいなのがあるんじゃないか、という気がして、そのほうへかけて行きました。そうして、だんだん森のおくへおくへと、さそわれて行きました。

　ところが、このあいだに、すきをねらって、おおかみは、すたこらすたこら、おばあさんのおうちへかけていきました。そして、とんとん、戸をたたきました。

「おや、どなた。」

「赤ずきんちゃんよ。お菓子とぶどう酒を、おみまいにもって来たのよ。あけてちょうだい。」

「とっ手をおしておくれ。おばあさんはご病気でよわっていて、おきられないのだよ。」

　おおかみは、とっ手をおしました。戸は、ぼんとあきました。おおかみはすぐとはいっていって、なんにもいわずに、いきなりおばあさんのねているところへ行って、あんぐりひと口に、おばあさんをのみこみました。それから、おばあさんの着物を着て、おばあさんのずきんをかぶって、おばあさんのお床とこにごろりと寝て、カーテンを引いておきました。




　赤ずきんちゃんは、でも、お花をあつめるのにむちゅうで、森じゅうかけまわっていました。そうして、もうあつめるだけあつめて、このうえ持ちきれないほどになったとき、おばあさんのことをおもいだして、またいつもの道にもどりました。おばあさんのうちへ来てみると、戸があいたままになっているので、へんだとおもいながら、中へはいりました。すると、なにかが、いつもとかわってみえたので、

「へんだわ、どうしたのでしょう。きょうはなんだか胸がわくわくして、きみのわるいこと。おばあさんのところへくれば、いつだってたのしいのに。」と、おもいながら、大きな声で、

「おはようございます。」

と、よんでみました。でも、おへんじはありませんでした。

　そこで、お床とこのところへいって、カーテンをあけてみました。すると、そこにおばあさんは、横になっていましたが、ずきんをすっぽり目までさげて、なんだかいつもとようすがかわっていました。

「あら、おばあさん、なんて大きなお耳。」

「おまえの声が、よくきこえるようにさ。」

「あら、おばあさん、なんて大きなおめめ。」

「おまえのいるのが、よくみえるようにさ。」

「あら、おばあさん、なんて大きなおてて。」

「おまえが、よくつかめるようにさ。」

「でも、おばあさん、まあ、なんてきみのわるい大きなお口だこと。」

「おまえをたべるにいいようにさ。」

　こういうがはやいか、おおかみは、いきなり寝床からとびだして、かわいそうに、赤ずきんちゃんを、ただひと口に、あんぐりやってしまいました。




　これで、したたかおなかをふくらませると、おおかみはまた寝床にもぐって、ながながと寝そべって休みました。やがて、ものすごい音を立てて、いびきをかきだしました。

　ちょうどそのとき、かりうどがおもてを通りかかって、はてなと思って立ちどまりました。

「ばあさんが、すごいいびきで寝ているが、へんだな。どれ、なにかかわったことがあるんじゃないか、みてやらずばなるまい。」

　そこで、中へはいってみて、寝床のところへ行ってみますと、おおかみが横になっていました。

「ちきしょう、このばちあたりめが、とうとうみつけたぞ。ながいあいだ、きさまをさがしていたんだ。」

　そこで、かりうどは、すぐと鉄砲をむけました。とたんに、ふと、ことによると、おおかみのやつ、おばあさんをそのままのんでいるのかもしれないし、まだなかで、たすかっているのかもしれないぞ、とおもいつきました。そこで鉄砲をうつことはやめにして、そのかわり、はさみをだして、ねむっているおおかみのおなかを、じょきじょき切りはじめました。

　ふたはさみいれると、もう赤いずきんがちらと見えました。もうふたはさみいれると、女の子がとびだしてきて、

「まあ、あたし、どんなにびっくりしたでしょう。おおかみのおなかの中の、それはくらいったらなかったわ。」と、いいました。

　やがて、おばあさんも、まだ生きていて、はいだしてきました。もう、よわって虫の息になっていました。赤ずきんちゃんは、でも、さっそく、大きなごろた石を、えんやらえんやらはこんできて、おおかみのおなかのなかにいっぱい、つめました。やがて目がさめて、おおかみがとびだそうとしますと、石のおもみでへたばりました。

　さあ、三人は大よろこびです。かりうどは、おおかみの毛皮をはいで、うちへもってかえりました。おばあさんは、赤ずきんちゃんのもってきたお菓子をたべて、ぶどう酒をのみました。それで、すっかりげんきをとりかえしました。でも、赤ずきんちゃんは、（もうもう、二どと、森の中で横道にはいって、かけまわったりなんかやめましょう。おかあさんがいけないと、おっしゃったのですものね。）と、かんがえました。










おおかみと七ひきのこどもやぎ
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　　　　　　　　　一




　むかし、あるところに、おかあさんのやぎがいました。このおかあさんやぎには、かわいいこどもやぎが七ひきあって、それをかわいがることは、人間のおかあさんが、そのこどもをかわいがるのと、すこしもちがったところはありませんでした。

　ある日、おかあさんやぎは、こどもたちのたべものをとりに森まで出かけて行くので、七ひきのこどもやぎをよんで、こういいきかせました。

「おまえたちにいっておくがね、かあさんが森へ行ってくるあいだ、気をつけてよくおるすばんしてね、けっしておおかみをうちへ入れてはならないよ。あいつは、おまえたちのこらず、まるのまんま、それこそ皮も毛もあまさずたべてしまうのだよ。あのわるものは、わからせまいとして、ときどき、すがたをかえてやってくるけれど、なあに、声はしゃがれて、があがあごえだし、足はまっ黒だし、すぐと見わけはつくのだからね。」

　すると、こどもやぎは、声をそろえて、

「かあさん、だいじょうぶ、あたいたち、よく気をつけて、おるすばんしますから、心配しないで行っておいでなさい。」と、いいました。

　そこで、おかあさんやぎは、メエ、メエといって、安心して出かけて行きました。




　　　　　　　　　二




　やがて、まもなく、たれか、おもての戸をとんとんたたくものがありました。そうして、

「さあ、こどもたち、あけておくれ、おかあさんだよ。めいめいに、いいおみやげをもって来たのだよ。」と、よびました。

　でも、こどもやぎは、それがしゃがれた、があがあ声なので、すぐおおかみだということがわかりました。そこで、

「あけてやらない。おかあさんじゃないから。おかあさんは、きれいな、いい声してるけれど、おまえはしゃがれっ声ごえのがあがあ声だもの。おまえはおおかみだい。」と、さけびました。

　そこで、おおかみは、荒物屋あらものやの店へ出かけて、大きな白はくぼくを一本買って来て、それをたべて、声をよくしました。それからまたもどってきて、戸をたたいて、大きな声で、

「さあ、こどもたち、あけておくれ。おかあさんだよ、みんなにいいものをもって来たのだよ。」と、どなりました。

　でも、おおかみはまっ黒な前足を、窓のところにかけていたので、こやぎたちはそれをみつけて、

「あけてはやらない。うちのおかあさんは、おまえのようなまっ黒な足をしていない。おまえはおおかみだい。」と、さけびました。

　そこで、おおかみは、パン屋の店へ出かけて、

「けつまづいて足をいためたから、ねり粉をなすっておくれ。」と、いいました。

　で、パン屋が、おおかみの前足にねったこなをなすってやりますと、こんどは、粉屋こなやへかけつけて行って、

「おい、前足に白いこなをふりかけてくれ。」と、いいました。

「おおかみのやつ、まただれかだますつもりだな。」

　そう粉屋はおもって、ぐずぐずしていました。

　するとおおかみは、

「すぐしないと、くっちまうぞ。」と、どなりました。

　そこで、粉屋はこわくなって、おおかみの前足を白くしてやりました。まあ、こういうところが、人間のだめなところですね。

　さて、わるものは、三どめに、やぎのおうちの戸口に立って、とんとん、戸をたたいて、こういいました。

「さあこどもたちや、あけておくれ、おかあさんがかえって来たのだよ、おまえたちめいめいに、森でいいものをみつけて来たのだよ。」

　子やぎたちは、声をそろえて、

「さきに足をおみせ、うちのおかあさんだかどうだか、みてやるから。」

　そういわれて、おおかみは、前足を窓にのせました。こどもやぎがそれを見ますと、白かったので、おおかみのいうことを、すっかりほんとうにして、戸をあけました。

　ところで、はいって来たのはたれでしたろう、おおかみだったではありませんか。

　みんな、わあっとおどろいて、ふるえあがって、てんでんにかくれ場所をさがして、かくれようとしました。ひとりは、つくえの下にとびこみました。次は寝床ねどこにはいこみました。三ばんめは、炉ろの中にかくれました。四ばんめは、台所だいどころへにげました。五ばんめは、棚たなにあがりました。六ばんめは、洗面せんめんだらいの下にもぐりました。七ばんめは、柱時計の箱のなかにかくれました。

　ところが、おおかみは、そばからみつけだして、ぞうさなく、ひとりひとり、かたはしからつかまえて、ただひと口に、あんぐりやってしまいました。ただ、大時計の箱のなかにかくれた、いちばん小さな子だけは、みつからずにすみました。さて、たらふくたべたいだけたべて、おなかがくちくなると、おおかみはおもてへにげ出して、木のかげになって、青あおとしているしばの上に、ながながとねそべって、ぐうぐういびきをかきだしました。




　　　　　　　　　三




　それから間もなく、おかあさんやぎは、森からかえって来ました。ところで、まあ、おかあさんやぎは、そのときなにを見たでしょう。おもての戸は、いっぱいにあけひろげてありました。テーブルも、いすも、腰かけも、ほうりだされていました。洗面せんめんだらいは、こなごなにこわれていました。夜着よぎもまくらも、寝台しんだいからころげおちていました。

　おかあさんやぎは、こどもたちをさがしましたが、ひとりもみつかりません。ひとりひとり、名前をよんでも、たれも返事へんじをするものがありません。おしまいに、いちばん下の子の名前まで来て、はじめて、ほそい声で、

「かあさん、あたい、時計のお箱にかくれているよ。」というのが、きこえました。

　おかあさんやぎは、この子をひっぱりだしてやりました。そこで、この子の口から、はじめておおかみが来て、ほかのこどもたちみんなたべてしまったことが、わかりました。そのとき、おかあさんやぎは、かわいそうな子やぎたちのことを、どんなに泣いてかなしんだか、みなさん、さっしてみてください。

　やっとのことで、おかあさんやぎは、泣くことをやめて、末すえっ子やぎといっしょに、そとへ出ました。原っぱまでくると、おおかみは、やはり木のかげにながながとねそべって、それこそ木の枝も葉も、ぶるぶるふるい動くほどの高いびきを立てていました。

　ところで、おかあさんやぎが、おおかみのようすを遠くからよく見ますと、そのふくれかえったおなかの中で、なにかもそもそ動いているのがわかりました。

「まあ、ありがたい、おおかみのやつ、うちのこどもたちを、お夕飯ゆうはんにして、うのみにのみこんだままだから、みんなきっとまだ生きているのだよ。」

　こうおもって、おかあさんやぎは、さっそく、うちへかけこんで行って、はさみと針と糸をとって来ました。それから、おかあさんやぎは、このばけもののどてっ腹を、ちょきんとはさみで、ひとはさみはさみました。するともうそこに、一ぴきのこどもやぎが、ぴょこんとあたまを出しました。おかあさんはよろこんで、またじょきじょきはさんで行きますと、ひとり出で、ふたり出して、とうとう六ぴきのこどもやぎのこらずが、とびだしました。みんなぶじで、たれひとり、けがひとつしたものもありません。なにしろ、この大ばけものは、むやみとがつがつしていて、ただもう、ぐっく、ぐっく、そのまま、のどのおくへほうりこんでしまっていたからです。

　まあうれしいこと。こどもたちは、おかあさんやぎにしっかりだきつきました。それから、およめさんをもらう式の日の、仕立屋のように、ぴょんぴょんはねまわりました。

　でも、おかあさんやぎは、こどもたちをとめて、

「さあ、そこらで、みんな行って、ごろた石をひろっておいで、この罰ばちあたりなけだものが寝ねているうちに、おなかにつめてやるのだから。」といいました。

　そこで、こどもたちは、われがちにかけだして行って、えんやら、えんやら、ごろた石をあつめて、ひきずって来ました。そうして、それを、おおかみのおなかに、つまるだけつめこみました。すると、おかあさんやぎが、あとから、ちょっちょっと、手ばしこく、もとのようにぬいつけてしまいました。それがいかにも早かったので、おおかみがまるで気がつかないし、ごそりともしないまにすんでしまいました。

　おおかみは、やっとのこと、寝ねたいだけ寝て、立ちあがりました。なにしろ、胃袋いぶくろのなかは石がいっぱいで、のどがからからにかわいてたまらないので、ふき井戸のところへ行って、水をのもうとしました。ところが、からだを動かしかけますと、おなかの中で、ごろた石がぶつかりあって、がらがら、ごろごろ、いいました。




がらがら、ごろごろ、なにがなる

そりゃどこでなる、腹はらでなる。

六ぴきこやぎのなくこえか、

こりゃ、そうじゃない、ごろた石、





　おおかみは、こううたいました。

　さて、やっとこすっとこ、ふき井戸の所まで来て、水の上にかがもうとすると、おなかの石のおもみに引かれて、おおかみは、のめりました。そうして、いやおうなしに、泣き泣きおおかみは、水の中におちこみました。

　遠くで見ていた七ひきのこどもやぎは、みんなかけよって来て、

「おおかみ死んだよ。おおかみ死んだよ。」とさけびながら、おかあさんやぎと手をつなぎながら、おおよろこびで、井戸のまわりをおどりまわりました。










かえるの王さま
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　　　　　　　　　一




　むかしむかし、たれのどんなのぞみでも、おもうようにかなったときのことでございます。

　あるところに、ひとりの王さまがありました。その王さまには、うつくしいおひめさまが、たくさんありました。そのなかでも、いちばん下のおひめさまは、それはそれはうつくしい方で、世の中のことは、なんでも、見て知っていらっしゃるお日さまでさえ、まいにちてらしてみて、そのたんびにびっくりなさるほどでした。

　さて、この王さまのお城のちかくに、こんもりふかくしげった森があって、その森のなかに一本あるふるいぼだいじゅの木の下に、きれいな泉が、こんこんとふきだしていました。あつい夏の日ざかりに、おひめさまは、よくその森へ出かけて行って、泉のそばにこしをおろしてやすみました。そして、たいくつすると、金のまりを出して、それをたかくなげては、手でうけとったりして、それをなによりおもしろいあそびにしていました。

　ある日、おひめさまは、この森にきて、いつものようにすきなまりなげをして、あそんでいるうち、ついまりが手からそれておちて、泉のなかへころころ、ころげこんでしまいました。おひめさまはびっくりして、そのまりのゆくえをながめていましたが、まりは水のなかにしずんだまま、わからなくなってしまいました。泉はとてもふかくて、のぞいてものぞいても、底はみえません。

　おひめさまは、かなしくなって泣きだしました。するうちに、だんだん大きな声になって、おんおん泣きつづけるうち、じぶんでじぶんをどうしていいか、わからなくなってしまいました。

　おひめさまが、そんなふうに泣きかなしんでいますと、どこからか、こうおひめさまによびかける声がしました。

「おひめさま。どうなすったの、おひめさま。そんなに泣くと、石だって、おかわいそうだと泣きますよ。」

　おや、とおもって、おひめさまは、声のするほうをみまわしました。そこに、一ぴきのかえるが、ぶよぶよふくれて、いやらしいあたまを水のなかからつきだして、こちらをみていました。

「ああ、水のなかのぬるぬるぴっちゃりさん、おまえだったの、いま、なにかいったのは。」と、おひめさまは、なみだをふきながらいいました。「あたしの泣いているのはね、金のまりを泉のなかにおとしてしまったからよ。」

「もう泣かないでいらっしゃい。わたしがいいようにしてあげますからね。」

「じゃあ、まりをみつけてくれるっていうの。」

「ええ、みつけてあげましょう。でも、まりをみつけて来てあげたら、なにをおれいにくださいますか。」

「かわいいかえるさん。」と、おひめさまはいいました。「おまえのほしいものなら、なんでもあげてよ。あたしのきているきものでも、光るしんじゅでも、きれいな宝石ほうせきでも、それから金のかんむりでも。」

「いいえ、わたしはそんなものがほしくはないのです。けれど、もしかあなたがわたしをかわいがってくだすって、わたしをいつもおともだちにして、あなたのテーブルのわきにすわらせてくだすって、あなたの金のお皿から、なんでもたべて、あなたのちいさいおさかずきで、お酒をのましていただいて、よるになったら、あなたのかわいらしいお床とこのそばで、ねむってよいとおっしゃるなら、わたしは水のなかから、金のまりをみつけてきてあげましょう。」と、かえるはいいました。

「ええ、いいわ、いいわ。金のまりをとってきてくれさえすれば、おまえのいうとおり、なんでもやくそくしてあげるわ。」と、おひめさまはこたえました。そういいながら、心の中では、（かえるのくせに、にんげんのなかま入りしようなんて、ほんとうにずうずうしい、おばかさんだわ）と、おもっていました。

　かえるは、でも、約束やくそくのとおり、水のなかにもぐって行きました。しばらくすると、ちゃんと金のまりを口にくわえて、ぴょこんとうかび上がってきました。そして、

「さあ、ひろってきましたよ。」

　そういって、草のなかにまりをおきました。ところが、おひめさまは、そのまりをつかむなり、ありがとうともいわず、とんでかえって行きました。

　かえるは大声をあげて、

「まってください、まってください。」といいました。「わたしもいっしょにつれてって。わたしはそんなにかけられない。」

　けれど、かえるが、うしろでいくらぎゃあ、ぎゃあ、大きな声でわめいたって、なんのたしにもなりません。おひめさまは、てんでそんなものは耳にもはいらないのか、とッとッとうちのほうへかけだして行ってしまって、かえるのことなんか、きれいにわすれていました。

　かえるは、しかたがないので、すごすご、もとの泉のなかへもぐって行きました。




　　　　　　　　　二




　そのあくる日のことでした。

　おひめさまが、王さまや、のこらずのごけらい衆しゅうといっしょに、食事のテーブルにむかって、金のお皿でごちそうをたべていますと、そとでたれかが、ぴっちゃり、ぴっちゃり、大理石のかいだんを上がってくる音がしました。そして、上まで上がってしまうと、戸をとんとんたたいて、

「王さまのおひめさま、いちばん下のおむすめご、どうぞこの戸をあけてください。」という声がしました。

　おひめさまは立ち上がって行って、たれかしらみようとおもって、戸をあけますと、そこに、きのうのかえるが、ぺっちゃりすわっていました。

　おひめさまは、ぎょっとして、ばたんと戸をしめるなり、知らん顔で席にもどりました。でも心配で心配でたまりません。おひめさまが胸をどきどきさせているのを、王さまはちゃんと見ておいでで、

「ひいさん、なにをびくびくしておいでだい。戸のそとに、大入道おおにゅうどうの鬼が来て、おまえをさらって行こうとでもしているのかい。」とたずねました。

「あら、ちがうの。」と、おひめさまはこたえました。「大入道の鬼なんかじゃないわ。でも、きみのわるいかえるが来て。」

「そのかえるが、おまいにどうしようというのだね。」

「あの、おとうさま、それはこういうわけなのよ。あたし、きのう、いつもの森の泉のところであそんでいましたらね、金もまりが水のなかにころげおちました。それであたしが泣いていると、かえるが出てきて、まりをとってくれましたの。それから、かえるがしつっこくたのむもんだから、じゃあお友だちにしてあげるって、あたしかえるに約束やくそくしてしまいました。まさか、かえるが水のなかから、のこのこやってこようとは、おもわなかったんですもの。それが、あのとおりやって来て、なかへ入れてくれっていうんですもの。」

　そのとき、またろうかの戸をとんとんたたく音がしました。そうして、大きな声でよびました。




いちばん下の　おひめさま、

あけてください　たのみます。

つめたい泉の　わくそばで、

きのう　やくそく　したことを、

あなたは　おぼえて　いるでしょう。

いちばん下の　おひめさま、

あけてください　たのみます。





　すると王さまはいいました。

「それはおまえがいけないね。いちどやくそくしたことは、きっとそのとおりしなければなりません。さあ、はやく行って、あけておやり。」

　おひめさまはしぶしぶ立って、戸をあけました。とたんに、かえるはぴょこんととびこんで来て、それから、おひめさまのあとについて、ひょこひょこ、いすの所までやってきました。

　かえるは、そこにしゃがみこんで、上をみながら、

「わたしも、そのいすに上げてください。」といいました。おひめさまがもじもじしていると、おとうさまがまた、かえるのいうとおりしておやりといいました。

　おひめさまはしかたなく、かえるをいすにのせてやりました。

　するとかえるがまたいいました。

「どうぞ、わたしを、テーブルの上にのせてください。」

　おひめさまが、かえるをテーブルにのせてやると、こんどは、

「さあ、その金のお皿をずっとわたしのほうによせてください。そうするとふたりいっしょにたべられるから。」といいました。

　おひめさまは、かえるのいうとおりしてやりました。ほんとに、かえるが、ぴちゃぴちゃ、さもおいしそうに舌づつみうってたべているそばで、おひめさまは、ひとくちひとくち、のどにつかえるようでした。

　かえるはたべるだけたべると、おなかをまえへつきだして、

「ああ、おなかがはって、ねむくなった。おひめさま、さあ、わたしをあなたのおへやにつれて行ってください。かわいらしい、あなたのきぬのお床とこのなかで、わたしはゆっくりねむりたい。」

　おひめさまは、もうがまんができなくなって、しくしく泣きだしてしまいました。ほんとに、ぬるぬる、ぴちゃぴちゃ、さわるのもきみのわるいかえるが、おひめさまのきれいなお床とこのなかで、ねむりたいなんていうのですもの、おひめさまがかなしくなるのもむりはありません。

　するとまた王さまが、

「泣くことがあるか。たれでも、こまっているとき、たすけてくれたものに、あとで知らん顔するのは、いけないことだよ。」といいました。

　おひめさまは、さもきみわるそうに、指のさきでそっとかえるをつまみあげて、上のおへやまでもって行くと、そっと隅すみっこにおきました。そうして、じぶんだけが、お床にはいってしまいました。

　ところが、かえるは、さっそく、のこのこはいだしてきて、

「ああくたびれた、くたびれた。はやくゆっくりねむりたい。さあ、そこへ上げてください。でないと、おとうさまにいいつけるから。」といいました。

　これでおひめさまは、すっかり腹が立ちました。そこでいきなりかえるをつかみ上げて、ありったけのちからで、したたか、壁かべにたたきつけました。

「さあ、これでたんとらくにねむるがいい。ほんとにいやなかえるったらないよ。」

　ところで、どうでしょう。かえるは、ゆかの上にころげたとたん、もうかえるではなくなって、世にもうつくしいやさしい目をした王子にかわっていました。

　さて、この王子が、おひめさまのおとうさまのおぼしめしで、おひめさまのお友だちでも、おむこさまであることになりました。そのとき、王子はあらためて、じぶんの身の上の話をして、あるわるい魔法まほうつかいの女のためにのろわれて、みにくいかえるの姿にかえられたが、それを泉のなかからたすけだして、もとのにんげんにかえしてくれるものは、この王さまのおひめさまのほかになかったといいました。それで、あしたはもうさっそく、ふたりつれだって、じぶんの国にかえって行くつもりだともいいました。




　　　　　　　　　三




　それでふたりはゆっくりやすみました。そして、あくる朝、お日さまがにこにこ、ふたりをお起しになるじぶん、八頭とうだての白馬をつけた馬車が、はいって来ました。どの馬も、あたまに白いだちょうのはねをかぶって、金のくさりをひきずっていました。馬車のうしろには、わかい王さまのごけらいが、しゃんと立っていました。これが忠義もののハインリヒでありました。

　忠義もののハインリヒは、鉄のたがを三本も胸にまきつけていました。それは、ご主君しゅくんがかえるにされてしまったので、かなしくてかなしくて、いまにも胸がはれつしそうになったので、やっとたがをはめて、おさえていたのです。たいせつな王さまが、もとの姿にかえったので、きょうさっそく、八頭だての馬車が、おむかえにきたのです。忠義もののハインリヒは、おふたりを馬車のなかに入れてあげて、じぶんはまた馬車のうしろにしゃんと立ちながら、ご主君のまた世に出たことをおもって、ぞくぞくするほどうれしくてなりませんでした。

　さて馬車がすこしはしりだしたとおもうころ、王さまのお耳のうしろで、ぱちり、ぱちり、なにかはじける音がしました。わかい王さまはそのとき、うしろをふりかえっていいました。




「ハインリヒ、馬車がこわれるぞ。」

「いいえ、いいえ　お殿とのさま、

あれは馬車では　ござんせぬ。

せっしゃのむねに　はめたたが。

殿さま、げえろにならしゃって、

ぎゃあぎゃあ、泉でなかしゃるで、

はりさけそうな　このむねを、

むりにおさえた　そのたがが。」





　それでも、ぱちり、ぱちり、また二どもはじける音がしました。わかい王さまは、そのたんびに馬車がこわれるのではないかとおもいました。けれども、それはやはり、ご主君がにんげんにかえって、たのしい日をおくられることになったので、ふさがっていたハインリヒのむねが、ひらけたため、胸のたががはれつして、とびちる音でございました。










ブレーメンの町楽隊
DIE BREMER STADTMUSIKANTEN
グリム兄弟 Bruder Grimm
楠山正雄訳






　主人もちのろばがありました。もうなが年、こんきよく、おもたい袋をせなかにのせて、粉ひき所じょへかよっていました。さて、年をとって、だんだんからだがいうことをきかなくなり、さすがにこのうえ追いつかうのがむりだとわかると、主人は、ここらでろばのかいぶちをやめたものか、と考えだしました。ところで、ろばは、さっそくに、こりゃ、ろくなことではないとさとって、逃にげだして、ブレーメンの町をめあてに、とことこ出かけました。そこへ行ったら、町の楽隊がくたいにやとってもらえようという胸算用むなざんようでした。

　しばらくあるくうちに、往来おうらいに一ぴき、りょう犬が、だるそうにころがって、口ばかりあけて、はっは、はっは、あえいでいるのに出あいました。それはさんざん野山をかけあるいて、へとへとになっているというようすでした。

「おい、すたこら大将、なにをあっぷ、あっぷいっている。」と、ろばは声をかけました。

「いやはや、きいてくれ、こういうわけだ。」と、犬はいいました。「なにしろ年はとる、いくじがなくなる、おいらもむかしのげんきで猟場りょうばをかけあるくわけにはいかない。主人は、それならいっそ、たたき殺してしまえということになった。あわてて逃げだしたというわけだが、さて、この先どうしてパンにありつくか、じつはかんがえているところだよ。」

「ところで話だが、おいら、これからブレーメンの町へ出かけて、町の楽隊にやとってもらおうとおもうんだ、どうだ、おめえ、いっしょに行って、いちばん、音楽でめしをくう気はないか。おいらリュウトをひくから、おめえ、カンカラ太鼓だいこをたたくがいい。」

　りょう犬は、うん、よかろうというので、いっしょに出かけました。

　それからあまり行かないうちに、ねこが一ぴき、往来にすわりこんだまま、それこそ三日も雨をくったような顔をしていました。

「やあ、どうしたい、床屋とこやの親方、どうやらおひげの手入どころではないという顔つきだが。」と、ろばはいいました。

「いのちとかえがけというところだ。けいきのいい顔をしてもいられまい。なにしろ年をとって来てね、歯はばくばくになる、ねずみのやつをおいまわすよりか、ろばたで香箱こばこつくって、ごろにゃん、ごろにゃん、のどをならしていたくなるさ。そこで、主人のかみさんが、いっそ水にはめておしまいよといいだした。そうされないうちに、とびだしては来たが、さていい思案しあんはないしさ、いったいどこへどう行ったものかと、あぐねているのだよ。」と、ねこはいいました。

「おれたちとなかまで、ブレーメンの町へ行けよ。おまえさんは、夜の音楽ならお手のものだろう、町の楽隊につかってもらえるぜ。」と、ろばはいいました。

　ねこは、さっそくさんせいして、いっしょに出かけました。

　やがて、三人組の脱走者だっそうしゃは、とある屋敷やしき内に来かかりました。門の上に、その家のおんどりがのっていて、ありったけの声をふりしぼって、さけび立てていました。

「おい、骨のしんまで、じいんとくるような声を出すなあ。どうかしたのかい。」

と、ろばはいいました。

「なあに、あしたはいいお天気ですよって、知らせてやっているところだよ。」と、おんどりはいいました。

「なにしろ、けっこうなお聖母せいぼさまの日だ、おちいさいキリストさまの下着の、おせんたくして、ほしなすった日だ。ところが、そのあしたの日曜日にちようびに、お客があるというんで、ここのおかみさんが、なさけ知らずにもほどがあらあ、女中の話だがね、それで、あすはおいらをスープにしてたべっちまうってんでね、こん晩、さっそく、首をチョン切れといいつかったとよ。だから、せめて声のだせるうちとおもって、おいら、のどのやぶれるほどわめき立てているんだよ。」

「やれやれ、なんということだい、赤ずきん、おれたちといっしょに行くがいいよ。ブレーメンの町へ出かけるところだ。ころされて死ぬくらいなら、すこしは気のきいた所が、どこへ行ったってあろうじゃないか。おめえはいい声しているから、なかまになって音楽をながしてあるけ、いっぱしかせげるぞ。」と、ろばはいいました。

　この申し出は、しごくおんどりの気に入りました。そこで、こんどは四人つれだって出かけることになりました。




　　　　　　　　　二




　ところで、ブレーメンまでは、なかなか一日では行けません。そのうち日がくれたので、森の中へはいって、そこでひとばんあかすことにしました。

　まず、ろばと犬とは、一本の木の下にごろりと横になりました。ねことおんどりとは、木の枝の上にやすみました。ところで、おんどりはわざわざこずえの先まで行ってとまりましたが、これが、いちばんの安全な場所であったのです。さてねようとするまえ、このおんどりはもういちど、東西南北、風のふく方角がどこかとながめまわしたとき、ふと、むこうに、ちらちら火らしいものがみえたので、なかまに声をかけて、どうしても、そうとおくないところに家があって、あかりがついているらしいといってしらせました。

　ろばが、そこで、

「じゃあおれたち、ここをひきはらって、もっと先まで行ってみようや。どうもこの宿は上等じょうとうとはいかないから。」と、いいますと、犬もそこへ行ったら、骨の一、二本、ことによると肉の香かおりぐらいかげようかとおもって、さっそくさんせいしました。

　こういうしだいで、四人組は、そのあかりのさしている方角ほうがくにむかって、出かけました。するうち、あかりはずんずんはっきりしてきて、ぱあっとてりだしたとおもうと、そこはどろぼうの家で、中にはこうこうと灯ひがともっていました。

　ろばは、なかまでいちばんのせいたかのっぽなので、窓のところまで行って、中をのぞいてみました。

「親方、なにかあったかね。」と、おんどりはたずねました。

「どうして、あったかどころのさわぎじゃないぞ。」と、ろばはこたえました。「ちゃんとテーブルごしらえがしてあって、けっこうなごちそうと、のみものが、山とならんでいるよ。どろぼうども、てんでに、はちきれそうな顔で、よろしくやってるところさ。」

「そいつをものにしようじゃないか。」と、おんどりはいいました。

「うん、うん、どうしたってわりこまなきゃあな。」と、ろばはいいました。

　そこで、まず、どろぼうどもを追っぱらうには、どうすればいいかと、四人組の動物は、相談そうだんをはじめましたが、やがていいくふうがみつかりました。

　ろばは、前足を窓にのせることになりました。犬は、ろばのせなかにとびあがることにしました。ねこは犬のせなかによじのぼることにしました。おしまいに、おんどりが、ばさばさととびあがって、ねこの頭の上にのっかりました。いよいよしたくができあがると、一、二、三のあいずで、四にん組はいっせいに、音楽をやりだしました。ろばはひひんとわめきました。犬はわんわんほえたてました。ねこはにゃおんとなきました。おんどりはこけこっこうと、ときをつくりました。とたんに、まどをつきやぶって、一同いちどうへやの中へとびこみました、がらん、がらん、がらん、音をたててガラスはこわれました。

　どろぼうどもは、びっくりぎょうてん、きゃあとさけび声をあげてとびあがりました。たいへんな怪物かいぶつがとびこんで来た、そうとよりしか考えません。もうすっかりおびえきって、てんでに、あたまをかかえて、そとの森の中へ、にげだして行きました。

　そこで、四人組は、ゆうゆうテーブルにつきました。ごちそうは、のこりものでも、がまんすることにして、それでも、これからあと四週間ぐらい断食だんじきしてもいいといういきおいで、つめこめるだけ、たらふくつめこみました。




　　　　　　　　　三




　さて、四人組の楽隊なかまは、おなかができると、あかりをけして、めいめいのうまれつきとすきずきにまかせて、いいぐあいの寝床ねどこをさがして休みました。ろばはそとのつみごえの上にねました。犬は戸のかげにねました。ねこはへっついの上で、灰のぬくみをさがしてねました。おんどりは、とまり木のかわりに、屋根うらのはりの上にのりました。なにしろ、みんな遠道をして来て、くたびれていましたから、もうさっそくに、ぐっすりねつきました。

　真夜中をすぎたときに、どろぼうどもが、とおくからみますと、うちの中にはあかりがともっていず、中はひっそりかんと、しずまりかえっているようでした。

「どうもおれたち、おどかされて、にげだしたといわれちゃあ、がまんできないぞ。」

　おかしらはこういって、ひとり手下てしたにいいつけて、ようすをみせにやりました。

　さて、いいつかった手下がはいってみると、家の中はどこもひっそりしていました。そこであかりをつけてみようとおもって、台所へ行きました。すると、やみに光っているねこの目だまを炭火すみびとまちがえて、いきなりマッチをつっこみました。ところが、ねこのほうは、おやすいご用とうけてはくれず、ううう、とたけりながら、顔にとびついて、めったらやたらに引っかきました。

　いやはや、おどろいたのなんの、手下のどろぼうは、したたかにやられて、びっくり、はいもう、うらの戸口から逃げだそうとしますと、そこにねていた犬が、とびあがって、むこうずねにかみつきました。そこで、庭へかけだして、つみごえのそばをかけぬけようとしますと、ろばがあと足でしたたかに、けとばしました。すると、このさわぎで目をさまさせられためんどりが、はりの上から、はしゃぎきって、ひと声、キケリッキー、とどなりました。

　どろぼうは、いのちからがら、足にまかせてにげだして、おかしらの所へかえりました。そうしてこういいました。

「どうもはや、たいへん、あの家には、すごい魔物まものがはいりこんでいて、いきなり、きみわるく、ふうう、と息をふっかけて、ながい指で顔をひっかきました。それから、戸の前にはひとり、男が待ちぶせていて、小刀をすねにつきたてました。庭へ出ると、なんともえたいの知れない、まっ黒なばけものが立っていて、こんぼうをふっるて、したたかなぐりつけました。その上、たかい所には、ちゃんと裁判官さいばんかんがひかえていまして、さあ、そのわるもの、ここへつれて来い、とどなりました。いやもう、さんざんのていたらくで、まっくらさんぼう逃げて来ました。」

　それからは、どろぼうどもも、こりて、二どとふたたび、この家にはいろうとはしませんでした。ところで、ブレーメンの楽隊なかま四人組も、ひどく、ここが気に入ったので、それなりもうよそへ出て行こうとはしませんでした。

　さて、これまで申したことは、ついこないだ、それこそ湯気ゆげの立つほやほやの口からきいたお話ですよ。










ヘンゼルとグレーテル
HANSEL UND GRETEL
グリム兄弟 Bruder Grimm
楠山正雄訳






　　　　　　　　　一




　まずしい木こりの男が、大きな森の近くにこやをもって、おかみさんとふたりのこどもとでくらしていました。ふたりのこどものうち、男の子がヘンゼル、女の子がグレーテルといいました。しがなくくらして、ろくろく歯にあたるたべものを、これまでもたべずに来たのですが、ある年、国じゅうが大ききんで、それこそ、日日のパンが口にはいらなくなりました。木こりは、晩、寝床ねどこにはいったものの、こののち、どうしてくらすかかんがえると、心配で心配で、ごろごろ寝がえりばかりして、ためいきまじりに、おかみさんに話しかけました。

「おれたち、これからどうなるというんだ。かわいそうに、こどもらをどうやってくわしていくか。なにしろ、かんじん、やしなってやっているおれたちふたりの、くうものがないしまつだ。」

「だから、おまえさん、いっそこうしようじゃないか」と、おかみさんがこたえました。

「あしたの朝、のっけに、こどもたちをつれだして、森のおくのおくの、木こぶかい所まで行くのだよ。そこで、たき火をしてやって、めいめいひとかけずつパンをあてがっておいて、それなりわたしたち、しごとのほうへすっぽぬけて行って、ふたりはそっくり森の中においてくるのさ。こどもらにかえり道が見つかりっこないから、それでやっかいがぬけようじゃないか。」

「そりゃあ、おめえ、いけねえよ。」と、木こりがいいました。

「そんなこたあ、おれにはできねえよ。こどもらを森ん中へおきざりにするなんて、どうしたって、そんなかんがえになれるものかな。そんなことしたら、こどもら、すぐと森のけだものがでてきて、ずたずたにひっつぁいてしまうにきまってらあな。」

「やれやれ、おまえさん、いいばかだよ。」と、おかみさんはいいました。「そんなことをいっていたら、わたしたち四人が四人、かつえ死にに死んでしまって、あとは棺桶かんおけの板をけずってもらうだけが、しごとになるよ。」

　こうおかみさんはいって、それからも、のべつまくしたてて、いやおうなしに、ていしゅを、うんといわせてしまいました。

「どうもやはり、こどもたちが、かわいそうだなあ。」と、ていしゅはまだいっていました。

　ふたりのこどもたちも、おなかがすいて、よく寝つけませんでしたから、まま母が、おとっつぁんにむかっていっていることを、そっくりきいていました。妹のグレーテルは、涙をだして、しくんしくんやりながら、にいさんのヘンゼルにむかって、

「まあどうしましょう、あたしたち、もうだめね。」と、いいました。

「しッ、だまってグレーテル」と、ヘンゼルはいいました。「おさわぎでない、だいじょうぶ、ぼく、きっとよくやってみせるから。」

　こう妹をなだめておいて、やがて、親たちがねしずまると、ヘンゼルはそろそろ起きだして、うわぎをかぶりました。そして、おもての戸の下だけあけて、こっそりそとへ出ました。ちょうどお月さまが、ひるのようにあかるく照っていて、うちの前にしいてある白い小砂利こじゃりが、それこそ銀貨ぎんかのように、きらきらしていました。ヘンゼルは、かがんで、その砂利じゃりを、うわぎのかくしいっぱい、つまるだけつめました。それから、そっとまた、もどって行って、グレーテルに、

「いいから安心して、ゆっくりおやすみ。神さまがついていてくださるよ。」と、いいきかせて、自分もまた、床とこにもぐりこみました。

　夜があけると、まだお日さまのあがらないうちから、もうさっそく、おかみさんは起きて来て、ふたりをおこしました。

「さあ、おきないか、のらくらものだよ。おきて森へ行って、たきぎをひろってくるのだよ。」

　こういって、おかみさんは、こどもたちめいめいに、ひとかけずつパンをわたして、

「さあ、これがおひるだよ。おひるにならないうち、たべてしまうのではないぞ。もうあとはなんにももらえないからよ。」と、いいました。

　グレーテルは、パンをふたつともそっくり前掛の下にしまいました。ヘンゼルは、かくしにいっぱい小石を入れていましたからね。

　そのあとで、親子四人そろって森へ出かけました。しばらく行くと、ヘンゼルがふと立ちどまって、首をのばして、うちのほうをふりかえりました。しかも、そんなことをなんべんもなんべんもやりました。おとっつぁんがそこでいいました。

「おい、ヘンゼル、なにをそんなに立ちどまって見ているんだ。うっかりしないで、足もとに気をつけろよ。」

「なあに、おとっつぁん。」と、ヘンゼルはいいました。「ぼくの見ているのはね、あれさ。ほら、あすこの屋根の上に、ぼくの白ねこがあがっていて、あばよしているから。」

　すると、おかみさんが、

「ばか、あれがおまえの小ねこなもんか、ありゃあ、けむだしに日があたっているんじゃないか。」と、いいました。でも、ヘンゼルは小ねこなんか見ているのではありません。ほんとうはそのまに、れいの白い小砂利こじゃりをせっせとかくしから出しては、道におとしおとししていたのです。

　森のまん中ごろまで来たとき、おとっつぁんはいいました。

「さあ、こどもたち、たきつけの木をひろっておいで。みんな、さむいといけない。おとっつぁん、たき火をしてやろうよ。」

　ヘンゼルとグレーテルとで、そだをはこんで来て、そこに山と積つみあげました。そだの山に火がついて、ぱあっと高く、ほのおがもえあがると、おかみさんがいいました。

「さあ、こどもたち、ふたりはたき火のそばであったまって、わたしたち森で木をきってくるあいだ、おとなしくまっているんだよ。しごとがすめば、もどってきて、いっしょにつれてかえるからね。」

　ヘンゼルとグレーテルとは、そこで、たき火にあたっていました。おひるになると、めいめいあてがわれた、パンの小さなかけらをだしてたべました。さて、そのあいだも、しじゅう木をきるおのの音がしていましたから、おとっつぁんは、すぐと近くでしごとをしていることとばかりおもっていました。でも、それはおのの音ではなくて、おとっつぁんが一本の枯れ木に、枝をいわいつけておいたのが、風でゆすられて、あっちへぶつかり、こっちへぶつかりしていたのです。こんなふうにして、ふたりは、いつまでもおとなしくすわって待っているうち、ついくたびれて、両方の目がとろんとしてきて、それなりぐっすり、ねてしまいました。それで、やっと目がさめてみると、もうすっかり暮れて、夜になっていました。グレーテルは泣きだしてしまいました。

「まあ、わたしたち、どうしたら森のそとへ出られるでしょう。」と、グレーテルはいいました。

　ヘンゼルは、でもグレーテルをなだめて、

「なあに、しばらくお待ち。お月さまが出てくるからね。そうすればすぐと路がみつかるよ。」と、いいました。

　やがて、まんまるなお月さまが、高だかとのぼりました。そこで、ヘンゼルは小さい妹の手をひいて、小砂利をおとしたあとを、たどりたどり行きました。小砂利は、吹き上がって来たばかりの銀貨ぎんかみたいに、ぴかぴか光って、路しるべしてくれました。ひとばんじゅうあるきどおしにあるいて、もう夜のしらしら明けに、ふたりはやっとおとっつぁんのうちにかえって来ました。ふたりがおもてをこつこつとたたくと、おかみさんが戸をあけて出てきました。そして、ヘンゼルとグレーテルの立っているのを見ると、

「このろくでなしめら、いつまで森ン中で寝こけていたんだい。おまえたち、もううちにかえるのがいやになったんだとおもっていたよ。」と、いいました。

　おとっつぁんのほうは、でも、ああして子どもたちふたりっきり、おきざりにして来たものの、心配で心配でならなかったところでしたから、よくかえって来たといってよろこびました。

　そののち、もうほどなく、うちじゅうまた八方ふさがりになりました。こどもたちがきいていると、夜おそく、寝ながらおっかさんが、おとっつぁんにむかって、

「さあ、いよいよなにもかもたべつくしてしまったわ。天にも地にもパンが半きれ、それもたべてしまえば、歌もおしまいさ。こうなりゃどうしたって、こどもらを追いだすほかはないわ。こんどは森のもっとおくまでつれこんで、もう、とてもかえり道のわからないようにしなきゃだめさ。どうしたって、ほかにわたしたち助かりようがないからね。」

　こんなことをいわれて、ていしゅは胸にぐっと来ました。そして、

（そんなくらいならいっそ、てめえ、しまいにのこったじぶんのぶりのひとかけを、こどもたちにわけてやっちまうのがましだ。）と、かんがえました。

　それでも、おかみさんは、ていしゅのいうことを、まるで耳に入れようともしません。ただもういきりたって、あくぞもくぞならべたてました。それはたれだって、いったんＡアーといってしまえば、あとはＢベエとつづけなければならなくなるので、このていしゅも、いちどおかみさんのいうままになったからは、こんども、そのとおりにしなければならなくなりました。

　ところで、こどもたちはまだ目があいていて、この話をのこらずきいていました。そこで、おとなたちの寝てしまうのを待ちかねて、ヘンゼルはおきあがると、そとへとび出して、この前のように小砂利をひろいに行こうとしました。でも、こんどは、おかみさんが戸に、ぴんと、じょうをおろしてしまったので、ヘンゼルは出ることができなくなりました。

　ヘンゼルは、それでも、小さい妹をなだめて、

「グレーテル、お泣きでない。ね、あんしんしてお休み。神さまがきっとよくしてくださあるから。」と、いいきかせました。

　あくる日は、朝っぱらからもう、おかみさんはやって来て、こどもたちを寝床ねどこからつれだしました。こどもたちは、めいめいパンのかけらをひとつずつもらいましたが、それはせんのよりも、よけい小さいものでした。それをヘンゼルは、森へ行く道みち、かくしの中でぼろぼろにくずしました。そして、おりおり立ちどまっては、そのくずしたパンくずを、地びたにおとしました。

「おい、ヘンゼル、なんだって立ちどまって、きょろきょろみているんだな。」と、おとっつぁんがいいました。「さっさとあるかないか。」

「ぼく、ぼくの小ばとを、ちゃんとみているんだよ。そら、屋根の上にとまって、ぼくにさよならしているんじゃないか。」と、ヘンゼルはいいました。

「ばか。」と、おかみさんはまたいいました。「あれがなんではとなもんか。あれは朝日が、けむだしの上で、きらきらしているんだよ。」

　ヘンゼルは、それでもかまわず、パンくずを道の上におとしおとしして、のこらずなくしてしまいました。

　おかみさんは、こどもたちを、森のもっともっとふかく、生まれてまだ来たことのなかったおくまで、引っぱって行きました。そこで、こんども、またじゃんじゃんたき火をしました。

　そしておっかさんは、

「さあ、こどもたち、ふたりともそこにじっといればいいのだよ。くたびれたらすこし寝てもかまわないよ。わたしたちは、森で木をきって来て、夕方、しごとがおしまいになれば、もどって来て、いっしょにうちにつれてかえるからね。」と、いいました。

　おひるになると、グレーテルが、じぶんのパンを、ヘンゼルとふたりで分けてたべました。ヘンゼルのパンは道にまいて来てしまいましたものね。

　パンをたべてしまうと、ふたりは眠りました。そのうちに晩もすぎましたが、かわいそうなこどもたちのところへ、たれもくるものはありません。ふたりがやっと目をあけたときには、もうまっくらな夜になっていました。ヘンゼルは、小さい妹をいたわりながら、

「グレーテル、まあ待っておいでよ。お月さまが出るまでね。お月さまが出りゃあ、こぼしておいてパンくずも見えるし、それをさがして行けば、うちへかえれるんだよ。」と、いいました。

　お月さまが上がったので、ふたりは出かけました。けれど、パンくずは、もうどこにも見あたりません。それは、森や野をとびまわっている、なん千ともしれない鳥たちが、みんなつついてもって行ってしまったのです。それでも、ヘンゼルはグレーテルに、

「なあにそのうち、道がみつかるよ。」と、いっていましたが、やはり、みつかりませんでした。夜中じゅうあるきとおして、あくる日も朝から晩まであるきました。それでも、森のそとに出ることができませんでした。それになにしろ、おなかがすいてたまりませんでした。地びたに出ていた、くさいちごの実を、ほんのふたつ三つ口にしただけでしたものね。それで、もうくたびれきって、どうにも足が進まなくなったので、一本の木の下にごろりとなると、そのままぐっすり寝こんでしまいました。




　　　　　　　　　二




　こんなことで、ふたりおとっつぁんの小屋を出てから、もう三日めの朝になりました。ふたりは、また、とぼとぼあるきだしました。けれど、行くほど森は、ふかくばかりなって来て、ここらでたれか助けに来てくれなかったら、ふたりはこれなりよわりきって、倒たおれるほかないところでした。

　すると、ちょうどおひるごろでした。雪のように白いきれいな鳥が、一本の木の枝にとまって、とてもいい声でうたっていました。あまりいい声なので、ふたりはつい立ちどまって、うっとり聞いていました。そのうち、歌をやめて小鳥は羽ばたきをすると、ふたりの行くほうへ、とび立って行きました。ふたりもその鳥の行くほうへついて行きました。すると、かわいいこやの前に出ました。そのこやの屋根に、小鳥はとまりました。ふたりがこやのすぐそばまで行ってみますと、まあこのかわいいこやは、パンでできていて、屋根はお菓子かしでふいてありました。おまけに、窓はぴかぴかするお砂糖さとうでした。

「さあ、ぼくたち、あすこにむかって行こう。」と、ヘンゼルがいいました。「けっこうなおひるだ。かまわない、たんとごちそうになろうよ。ぼくは、屋根をひとかけかじるよ。グレーテル、おまえは窓のをたべるといいや。ありゃあ、あまいよ。」

　ヘンゼルはうんと高く手をのばして、屋根をすこしかいて、どんな味がするか、ためしてみました。すると、グレーテルは、窓ガラスにからだをつけて、ぼりぼりかじりかけました。そのとき、おへやの中から、きれいな声でとがめました。




「もりもり　がりがり　かじるぞ かじるぞ。

わたしのこやを　かじるな だれだぞ。」





　子どもたちは、そのとき、




「かぜ　かぜ

そうらの　子。」





と、こたえました。そして、へいきでたべていました。ヘンゼルは屋根が、とてもおいしかったので、大きなやつを、一枚、そっくりめくってもって来ました。グレーテルは、まるい窓ガラスを、そっくりはずして、その前にすわりこんで、ゆっくりやりはじめました。そのとき、ふいと戸があいて、化けそうに年とったばあさんが、しゅもく杖にすがって、よちよち出て来ました。ヘンゼルもグレーテルも、これにはしたたかおどろいたものですから、せっかく両手にかかえたものを、ぽろりとおとしました。ばあさんは、でも、あたまをゆすぶりゆすぶり、こういいました。

「やれやれ、かわいいこどもたちや、だれにつれられてここまで来たかの。さあさあ、はいって、ゆっくりお休み、なんにもされやせんからの。」

　こういって、ばあさんはふたりの手をつかまえて、こやの中につれこみました。

　中にはいると、牛乳ぎゅうにゅうだの、お砂糖さとうのかかった、焼きまんじゅうだの、りんごだの、くるみだの、おいしそうなごちそうが、テーブルにならばりました。ごちそうのあとでは、かわいいきれいなベッドふたつに、白いきれがかかっていました。ヘンゼルとグレーテルとは、その中にごろりとなって、天国にでも来ているような気がしていました。

　このばあさんは、ほんのうわべだけ、こんなにしんせつらしくしてみせましたが、ほんとうは、わるい魔女まじょで、こどもたちのくるのを知って、パンのおうちなんかこしらえて、だましておびきよせたのです。ですから、こどもがひとり、手のうちに入はいったがさいご、さっそくころして、にてたべて、それがばあさんのなによりうれしいお祝い日になるというわけでした。魔女は、赤い目をしていて、遠目とおめのきかないものなのですが、そのかわり、けもののように鼻ききで、人間が寄よってきたのを、すぐとかぎつけます。それで、ヘンゼルとグレーテルが近くへやってくると、ばあさんはさっそく、たちのわるい笑い方をして、

「よし、つかまえたぞ、もうにげようったって、にがすものかい。」と、さもにくてらしくいいました。

　そのあくる朝もう早く、こどもたちがまだ目をさまさないうちから、ばあさんはおきだして来て、ふたりともそれはもう、まっ赤かにふくれたほっぺたをして、すやすやと、いかにもかわいらしい姿で休んでいるところへ来て、

「こいつら、とんだごちそうさね。」と、つぶやきました。

　そこで、ばあさんは、やせがれた手でヘンゼルをつかむと、そのまま小さな犬ごやへはこんで行って、ぴっしゃり格子戸こうしどをしめきってしまいました。ですからヘンゼルが、中でいくらわめきたいだけわめいてみせても、なんのやくにもたちません。それから、ばあさんは、またグレーテルの所へ出かけて、むりにゆすぶりおこしました。そうして、

「このなまけもの、さあおきて、水をくんで来て、にいさんに、なんでもおいしそうなものを、こしらえてやるんだ。そとの犬ごやに入れてあるからの、せいぜいあぶらぶとりにふとらせなきゃ。だいぶ、あぶらののったところで、おばあさんがたべるのだからな。」と、わめきました。

　こうきいて、グレーテルは、わあっと、はげしく泣き立てました。けれどなにをしたってむだでした。このたちのわるい魔女のいいなりほうだい、どんなことでも、グレーテルはしなければなりませんでした。

　こんなしだいで、きのどくに、たべられるヘンゼルには、いちばん上等なお料理がつきました。そのかわり、グレーテルには、ザリガニのこうらが、わたったばかりでした。

　まい朝まい朝、ばあさんは犬ごやへ出かけて行って、

「どうだな、ヘンゼル、指をだしておみせ。そろそろあぶらがのって来たかどうだか、みてやるから。」と、わめきました。

　すると、ヘンゼルはたべあましのほそっこい骨を、一本かわりに出しました。ところで、ばあさんはかすみ目しているものですから、見わけがつかず、それをヘンゼルの指だとおもって、どうしてヘンゼルにあぶらがのってこないか、ふしぎでなりませんでした。

　さて、それから、かれこれひと月たちましたが、あいかわらずヘンゼルは、やせこけたままでした。それで、ばあさんも、とうとうしびれをきらして、もうこの上待ちきれないとおもいました。

「やいやい、グレーテル。」と、ばあさんは妹の子にむかってわめきたてました。「さあ、さっさといって、水をくんでくるのだ。ヘンゼルのこぞうめ、もうふとっていようが、やせていようが、なにがなんだって、あしたこそ、あいつ、ぶっちめて、にてくっちまうんだからな。」

　やれやれ、どうしましょう。かわいそうに、この妹の子は、むりやり水をくまされながら、どんなにはげしく泣きじゃくったことでしょう。

「神さま、どうぞお助けくださいまし。」この子はさけび声をあげました。「いっそ森の中で、もうじゅうにくわれたほうが、よかったわ。それだと、かえってふたりいっしょに死ねたのだもの。」

「やかましいぞ、このがきゃあ。」と、ばあさんはいいました。「泣いたってわめいたって、なんにもなりゃあしないぞ。」

　あくる日は、朝っぱらから、グレーテルはそとへ出て、水をいっぱいはった大鍋なべをつるして、火をもしつけなければなりませんでした。

「パンからさきにやくんだ。」と、ばあさんはいいました。「パンやきかまどはもう火がはいっているし、ねり粉もこねてあるしの。」

　こういって、ばあさんは、かわいそうなグレーテルを、パンやきかまどの方へ、ひどくつきとばしました。かまどからは、もうちょろちょろ、ほのおが赤い舌を出していました。

「なかへ、はいこんでみなよ。」と、魔女はいいました。「火がよくまわっているか見るんだ。よければそろそろパンを入れるからな。」

　これで、もし、グレーテルがなかにはいれば、ばあさん、すぐとかまどのふたをしめてしまうつもりでした。すると、グレーテルは中で、こんがりあぶられてしまうところでした。そこで、これもついでにもりもりやってしまうつもりだったのです。でも、グレーテルは、いちはやく、ばあさんのはらの中を見てとりました。そこで、

「あたし、わからないわ、どうしたらいいんだか。中へはいるって、どういうふうにするの。」と、いいました。

「ばか、このくそがちょう。」と、ばあさんはいいました。

「口はこんなに大きいじゃないか、目をあいてよくみろよ。このとおり、おばあさんだってそっくりはいれらあな。」

　こう言い言い、やっこら、はうようにあるいて来て、パンやきかまどの中に、首をつっこみました。ここぞと、グレーテルはひとつき、うしろからどんとつきました。はずみで、ばあさんは、かまどの中へころげこみました。すぐ、鉄の戸をぴしんとしめて、かんぬきをかってしまいました。うおッ、うおッ、ばあさんはとてもすごい声でほえたけりました。グレーテルはかまわずかけだしました。こうして、罰ばちあたりな魔女は、あわれなざまに焼けただれて死にました。

　グレーテルは、まっしぐらに、ヘンゼルのいる所へかけだして行きました。そして、犬ごやの戸をあけるなり、

「ねえヘンゼル、あたしたちたすかってよ。魔女のばあさん死んじゃってよ。」と、さけびました。

　戸があくと、とたんに、ヘンゼルが、鳥がかごからとび出したように、ぱあっととび出して来ました。

　まあ、ふたりは、そのとき、どんなにうれしがって、首っ玉にかじりついて、ぐるぐるまわりして、そしてほほずりしあったことでしたか。こうなれば、もうなんにもこわがることはなくなりましたから、ふたりは魔女のうちの中に、ずんずんはいって行きました。うちじゅう、すみからすみまで、真珠しんじゅや宝石のつまった箱だらけでした。

「こりゃ、小砂利こじゃりよりずっとましだよ。」と、ヘンゼルはいって、かくしの中に入れられるだけ、たくしこみました。すると、グレーテルも、

「あたしも、うちへおみやげにもってくわ。」と、いって、前掛にいっぱいにしました。

「さあ、ここらでそろそろ出かけようよ。」と、ヘンゼルはいいました。「なにしろ、魔女の森からぬけ出さなくては。」

　それで、二三時間あるいて行くうちに、大きな川の所へ出ました。

「これじゃあ渡れやしない。」と、ヘンゼルはいいました。「橋にも、いかだにも、まるでわたるものがないや。」

「ここには、渡し舟も行かないんだわ。」と、グレーテルがいいました。

「でもあすこに、白いかもが一わおよいでいるわね。きっとたのんだらわたしてくれてよ。」

　そこで、グレーテルは声をあげてよびました。




「かもちゃん　かもちゃん 小がもちゃん、

グレーテルとヘンゼルが 来たけれど、

橋もなければ　いかだもない、

おまえの白い　おせなかに のせてわたして くださいな。」





　かもは、さっそく来てくれました。そこで、ヘンゼルがまずのって、小さい妹に、いっしょにおのりといいました。

「いいえ。」と、グレーテルはこたえました。「そんなにのっては、かもちゃん、とてもおもいでしょう。べつべつにつれてってもらいますわ。」

　そのとおり、このしんせつな鳥はしてくれました。それで、ふたりぶじにむこう岸に渡りました。それから、すこしまたあるくうち、だんだんだんだん、森が、おなじみのけしきになって来ました。そしてとうとう、遠くの方に、おとっつぁんのこやをみつけました。さあ、ふたりはいちもくさんに、かけだしました。ぽんとおへやの中にとびこんで、おとっつぁんの首根っこにかじりつきました。

　この木こりの男は、こどもたちを森の中に置きざりにして来てからというもの、ただの一ときでも、笑える時がなかったのです。ところで、おかみさんも死んでしまっていました。

　グレーテルは、前掛をふるいました。すると、真珠しんじゅと宝石ほうせきが、おへやじゅうころがりだしました。こんどは、ヘンゼルが、かくしに片手をつっこんで、なんどもなんどもつかみだしては、そこにばらまきました。

　まずこんなことで、心配や苦労はきれいにふきとんでしまいました。親子三人それこそうれしいずくめで、いっしょになかよく、くらしました。

　わたくしの話もこれで市がさかえました。ほら、あすこに、小ねずみがちょろちょろかけていますね。たれでもつかまえた人は、あれで、大きな毛皮のずきんを、ごじぶんでこしらえてごらんなさい。










星の銀貨
DIE STERNTALER
グリム兄弟 Bruder Grimm
楠山正雄訳






　むかし、むかし、小さい女の子がありました。この子には、おとうさんもおかあさんもありませんでした。たいへんびんぼうでしたから、しまいには、もう住むにもへやはないし、もうねるにも寝床ねどこがないようになって、とうとうおしまいには、からだにつけたもののほかは、手にもったパンひとかけきりで、それもなさけぶかい人がめぐんでくれたものでした。

　でも、この子は、心のすなおな、信心のあつい子でありました。それでも、こんなにして世の中からまるで見すてられてしまっているので、この子は、やさしい神さまのお力にだけすがって、ひとりぼっち、野原の上をあるいて行きました。すると、そこへ、びんぼうらしい男が出て来て、

「ねえ、なにかたべるものをおくれ。おなかがすいてたまらないよ。」と、いいました。

　女の子は、もっていたパンひとかけのこらず、その男にやってしまいました。そして、

「どうぞ神さまのおめぐみのありますように。」と、いのってやって、またあるきだしました。すると、こんどは、こどもがひとり泣きながらやって来て、

「あたい、あたまがさむくて、こおりそうなの。なにかかぶるものちょうだい。」と、いいました。

　そこで、女の子は、かぶっていたずきんをぬいで、子どもにやりました。

　それから、女の子がまたすこし行くと、こんど出て来たこどもは、着物一枚着ずにふるえていました。そこで、じぶんの上着うわぎをぬいで着せてやりました。それからまたすこし行くと、こんど出てきたこどもは、スカートがほしいというので、女の子はそれもぬいで、やりました。

　そのうち、女の子はある森にたどり着つきました。もうくらくなっていましたが、また、もうひとりこどもが出て来て、肌着はだぎをねだりました。あくまで心のすなおな女の子は、（もうまっくらになっているからだれにもみられやしないでしょう。いいわ、肌着もぬいであげることにしましょう。）と、おもって、とうとう肌着までぬいで、やってしまいました。

　さて、それまでしてやって、それこそ、ないといって、きれいさっぱりなくなってしまったとき、たちまち、たかい空の上から、お星さまがばらばらおちて来ました。しかも、それがまったくの、ちかちかと白銀色はくぎんいろをした、ターレル銀貨でありました。そのうえ、ついいましがた、肌着をぬいでやってしまったばかりなのに、女の子は、いつのまにか新しい肌着をきていて、しかもそれは、この上なくしなやかな麻あさの肌着でありました。

　女の子は、銀貨をひろいあつめて、それで一しょうゆたかにくらしました。










杜松の樹
グリム
中島孤島訳






　むかしむかし大昔おおむかし、今いまから二千年ねんも前まえのこと、一人ひとりの金持かねもちがあって、美うつくしい、気立きだての善いい、おかみさんを持もって居いました。この夫婦ふうふは大層たいそう仲なかが好よかったが、小児こどもがないので、どうかして一人ひとりほしいと思おもい、おかみさんは、夜よるも、昼ひるも、一心しんに、小児こどもの授さずかりますようにと祈いのっておりましたが、どうしても出来できませんでした。

　さてこの夫婦ふうふの家うちの前まえの庭にわに、一本ぽんの杜松としょうがありました。或ある日ひ、冬ふゆのことでしたが、おかみさんはこの樹きの下したで、林檎りんごの皮かわを剥むいていました。剥むいてゆくうちに、指ゆびを切きったので、雪ゆきの上うえへ血ちがたれました。（＊（註）杜松は檜類の喬木で、一に
「ねず」又は「むろ」ともいいます）

「ああ、」と女おんなは深ふかい嘆息ためいきを吐ついて、目めの前まえの血ちを眺ながめているうちに、急きゅうに心細こころぼそくなって、こう言いった。「血ちのように赤あかく、雪ゆきのように白しろい小児こどもが、ひとりあったらねい！」

言いってしまうと、女おんなの胸むねは急きゅうに軽かるくなりました。そして確たしかに自分じぶんの願ねがいがとどいたような気きがしました。女おんなは家うちへ入はいりました。それから一月つき経たつと、雪ゆきが消きえました。二月つきすると、色々いろいろな物ものが青あおくなりました。三月つきすると、地じの中なかから花はなが咲さきました。四月つきすると、木々きぎの梢こずえが青葉あおばに包つつまれ、枝えだと枝えだが重かさなり合あって、小鳥ことりは森もりに谺こだまを起おこして、木きの上うえの花はなを散ちらすくらいに、歌うたい出だしました。五月つき経たった時ときに、おかみさんは、杜松ねずの樹きの下したへ行ゆきましたが、杜松としょうの甘あまい香気かおりを嚊かぐと、胸むねの底そこが躍おどり立たつような気きがして来きて、嬉うれしさに我われしらずそこへ膝ひざを突つきました。六月目つきめが過すぎると、杜松ねずの実みは堅かたく、肉にくづいて来きましたが、女おんなはただ静じっとして居いました。七月つきになると、女おんなは杜松ねずの実みを落おとして、しきりに食たべました。するとだんだん気きがふさいで、病気びょうきになりました。それから八月つき経たった時ときに、女おんなは夫おっとの所ところへ行いって、泣なきながら、こう言いいました。

「もしかわたしが死しんだら、あの杜松としょうの根元ねもとへ埋うめて下くださいね。」

　これですっかり安心あんしんして、嬉うれしそうにしているうちに、九月つきが過すぎて、十月目つきめになって、女おんなは雪ゆきのように白しろく、血ちのように赤あかい小児こどもを生うみました。それを見みると、女おんなはあんまり喜よろこんで、とうとう死しんでしまいました。

　夫おっとは女おんなを杜松としょうの根元ねもとへ埋うめました。そしてその時ときには、大変たいへんに泣なきましたが、時ときが経たつと、悲かなしみもだんだん薄うすくなりました。それから暫しばらくすると、男おとこはすっかり諦あきらめて、泣なくのをやめました。それから暫しばらくして、男おとこは別べつなおかみさんをもらいました。

　二度目どめのおかみさんには、女おんなの子こが生うまれました。初はじめのおかみさんの子こは、血ちのように赤あかく、雪ゆきのように白しろい男おとこの子こでした。おかみさんは自分じぶんの娘むすめを見みると、可愛かわゆくって、可愛かわゆくって、たまらないほどでしたが、この小ちいさな男おとこの子こを見みるたんびに、いやな気持きもちになりました。どうかして夫おっとの財産ざいさんを残のこらず自分じぶんの娘むすめにやりたいものだが、それには、この男おとこの子こが邪魔じゃまになる、というような考かんがえが、始終しじゅう女おんなの心こころをはなれませんでした。それでおかみさんは、だんだん鬼おにのような心こころになって、いつもこの子こを目めの敵かたきにして、打ぶったり、敲たたいたり、家中うちじゅうを追廻おいまわしたりするので、かわいそうな小児こどもは、始終しょっちゅうびくびくして、学校がっこうから帰かえっても、家うちにはおちついていられないくらいでした。

　或ある時とき、おかみさんが、二階かいの小部屋こべやへはいっていると、女おんなの子こもついて来きて、こう言いいました。

「母かあさん、林檎りんごを頂戴ちょうだい。」

「あいよ。」とおかあさんが言いって、函はこの中なかから美麗きれいな林檎りんごを出だして、女おんなの子こにやりました。その函はこには大おおきな、重おもい蓋ふたと頑固がんこな鉄てつの錠じょうが、ついていました。

「母かあさん、」と女おんなの子こが言いった。「兄にいさんにも、一つあげないこと？」

　おかあさんは機嫌きげんをわるくしたが、それでも何気なにげなしに、こういいました。

「あいよ、学校がっこうから帰かえって来きたらね。」

　そして男おとこの子こが帰かえって来くるのを窓まどから見みると、急きゅうに悪魔あくまが心こころの中なかへはいってでも来きたように、女おんなの子この持もっている林檎りんごをひったくって、

「兄にいさんより先さきに食たべるんじゃない。」

と言いいながら、林檎りんごを函はこの中なかへ投込なげこんで、蓋ふたをしてしまいました。

　そこへ男おとこの子こが帰かえって来きて、扉との所ところまで来くると、悪魔あくまのついた継母ままははは、わざと優やさしい声こえで、

「坊ぼうや、林檎りんごをあげようか？」といって、じろりと男おとこの子この顔かおを見みました。

「母かあさん、」と男おとこの子こが言いった。「何なんて顔かおしてるの！ ええ、林檎りんごを下ください。」

「じゃア、一しょにおいで！」といって、継母ままははは部屋へやへはいって、函はこの蓋ふたを持上もちあげげながら、「さア自分じぶんで一個ひとつお取とりなさい。」

　こういわれて、男おとこの子こが函はこの中なかへ頭あたまを突込つっこんだ途端とたんに、ガタンと蓋ふたを落おとしたので、小児こどもの頭あたまはころりととれて、赤あかい林檎りんごの中なかへ落おちました。それを見みると、継母ままははは急きゅうに恐おそろしくなって、「どうしたら、脱のがれられるだろう？」と思おもいました。そこで継母ままははは、自分じぶんの居室いまにある箪笥たんすのところに行いって、手近てぢかの抽斗ひきだしから、白しろい手巾はんけちを出だして来きて、頭あたまを頸くびに密着くっつけた上うえを、ぐるぐると巻まいて、傷きずの分わからないようにし、そして手てへ林檎りんごを持もたせて、男おとこの子こを入口いりぐちの椅子いすの上うえへ坐すわらせておきました。

　間まもなく、女おんなの子このマリちゃんが、今いまちょうど、台所だいどころで、炉ろの前まえに立たって、沸立にえたった鍋なべをかき廻まわしているお母かあさんのそばへ来きました。

「母かあさん、」とマリちゃんが言いった。「兄にいさんは扉との前まえに坐すわって、真白まっしろなお顔かおをして、林檎りんごを手てに持もっているのよ。わたしがその林檎りんごを頂戴ちょうだいと言いっても、何なんとも言いわないんですもの、わたし怖こわくなッちゃったわ！」

「もう一遍ぺん行いってごらん。」とお母かあさんが言いった。「そして返事へんじをしなかったら、横面よこッつらを張はっておやり。」

　そこでマリちゃんは又また行いって、

「兄にいさん、その林檎りんごを頂戴ちょうだい。」

といいましたが、兄にいさんは何なんとも言いわないので、女おんなの子こが横面よこッつらを張はると、頭あたまがころりと落おちました。それを見みると、女おんなの子こは恐こわくなって、泣なき出だしました。そして泣なきながら、お母かあさんの所ところへ駈かけて行いって、こう言いいました。

「ねえ、母かあさん！ わたし兄にいさんの頭あたまを打うって、落おッことしちまったの！」

そう言いって、女おんなの子こは泣ないて、泣ないて、いつまでもだまりませんでした。

「マリちゃん！」とお母かあさんが言いった。「お前まえ、何なんでそんなことをしたの！ まア、いいから、黙だまって、誰だれにも知しれないようにしておいでなさいよ。出来できちまったことは、もう取返とりかえしがつかないんだからね。あの子こはスープにでもしちまいましょうよ。」

こういって、お母かあさんは小ちいさな男おとこの子こを持もって来きて、ばらばらに切きりはなして、お鍋なべへぶちこんで、ぐつぐつ煮にてスープをこしらえました。マリちゃんはそのそばで、泣ないて、泣ないて、泣なきとおしましたが、涙なみだはみんなお鍋なべのなかへ落おちて、その上うえ塩しおをいれなくてもいいくらいでした。お父とうさんが帰かえって来きて、食卓テーブルの前まえへ坐すわると、

「あの子こは何処どこへ行いったの？」と尋たずねました。

すると母親ははおやは、大おおきな、大おおきな、お皿さらへ黒くろいスープを盛もって、運はこんで来きました。マリちゃんはまだ悲かなしくって、頭あたまもあげずに、おいおい泣ないていました。すると父親ちちおやは、もう一度ど、

「あの子こは何処どこへ行いったの？」とききました。

「ねえ、」とお母かあさんが言いった。「あの子こは田舎いなかへ行ゆきましたの、ミュッテンの大伯父おおおじさんのとこへ、暫しばらく泊とまって来くるんですって。」

「何なにしに行いったんだい？」とお父とうさんが言いった。「おれにことわりもしないで！」

「ええ、何なんですか、大たいへん行いきたがって、わたしに、六週間しゅうかんだけ、泊とまりにやってくれッて言いいますの。先方むこうへ行いけばきっと大切だいじにされますよ。」

「ああ、」とお父とうさんが言いった。「それは本当ほんとうに困こまったね。全体ぜんたい、おれに黙だまって行いくなんてことはありやしない。」

　そう言いって、食事しょくじを初はじめながら、お父とうさんはまた、

「マリちゃん、何なにを泣なくの？」とききました。「兄にいさんは今いまにきっと帰かえって来くるよ。」

　それから、おかみさんの方ほうを見みて、

「おい、母かあさん、これはとても旨うまいぞ！、もっともらおう！」といったが、食たべれば食たべる程ほど、いくらでも食たべられるので、「もっとくれ！ 残のこすのは惜おしい、おれが一人りでいただいちまおうよ。」といいながら、とうとう一人ひとりで、みんな食たべてしまって、骨ほねを食卓テーブルの下したへ投なげました。

　するとマリちゃんは、自分じぶんの箪笥たんすへ行いって、一番ばん下したの抽斗ひきだしから、一番ばん上等じょうとうの絹きぬの手巾はんけちを出だして来きて、食卓テーブルの下したの骨ほねを、一つ残のこらず拾ひろい上あげて、手巾はんけちへ包つつみ、泣なきながら、戸外おもてへ持もって行ゆきました。マリちゃんはその骨ほねを杜松ねずの樹きの根元ねもとの草くさの中なかへ置おくと、急きゅうに胸むねが軽かるくなって、もう涙なみだが出でなくなりました。

　その時とき、杜松ねずの樹きがザワザワと動うごき出だして、枝えだと枝えだが、まるで手てを拍うって喜よろこんでいるように、着ついたり、離はなれたり、しました。すると木きの中なかから、雲くもが立たちのぼり、その雲くもの真中まんなかで、ぱっと火ひが燃もえ立たったと思おもうと、火ひの中なかから、美うつくしい鳥とりが飛とび出だして、善いい声こえをして歌うたいながら、中空なかぞら高たかく舞まいのぼりました。

　鳥とりが飛とんで行いってしまうと、杜松ねずの木きは又また元もとの通とおりになりましたが、手巾はんけちは骨ほねと一しょに何処どこへか消きえてしまいました。マリちゃんは、すっかり胸むねが軽かるくなって、兄にいさんがまだ生いきてでもいるような心持こころもちがして、嬉うれしくってたまらなかったので、機嫌きげんよく家うちへ入はいって、夕ゆうご飯はんを食たべました。

　ところが、鳥とりは飛とんで行いって、金工かざりやの家根やねへ棲とまって、こう歌うたい出だしました。

「母かあさんが、わたしを殺ころした、

　父とうさんが、わたしを食たべた、

　妹いもうとのマリちゃんが、

　わたしの骨ほねをのこらず拾ひろって、

　手巾はんけちに包つつんで、

　杜松ねずの樹きの根元ねもとへ置おいた。

　キーウィット、キーウィット、何なんと、綺麗きれいな鳥とりでしょう！」


　金工かざりやは仕事場しごとばへ坐すわって、黄金きんの鎖くさりを造つくっていましたが、家根やねの上うえで歌うたっている鳥とりの声こえを聞きくと、いい声こえだと思おもって、立上たちあがって見みに来きました。けれども閾しきいを跨またぐ時ときに、片方かたほうの上沓うわぐつが脱ぬげたので、片足かたあしには、上沓うわぐつを穿はき、片足かたあしは、沓下くつしただけで、前垂まえだれを掛かけ、片手かたてには、黄金きんの鎖くさり、片手かたてには、ヤットコを持もって、街まちの中なかへ跳出とびだしました。そして日光にっこうの中なかへ立たって、鳥とりを眺ながめて居いました。

「鳥とりや、」と金工かざりやが言いった。「何なんて好いい声こえで歌うたうんだ。もう一度ど、あの歌うたを歌うたって見みな。」

「いえいえ、」と鳥とりが言いった。「ただじゃア、二度どは、歌うたいません。それとも、その黄金きんの鎖くさりを下くださるなら、もう一度ど、歌うたいましょう。」

「よしきた、」と金工かざりやが言いった。「それ黄金きんの鎖くさりをやる。さア、もう一度ど、歌うたって見みな。」

　それを聞きくと、鳥とりは降おりて来きて、右みぎの趾あしで黄金きんの鎖くさりを受取うけとり、金工かざりやのすぐ前まえへ棲とまって、歌うたいました。

「母かあさんが、わたしを殺ころした、

　父とうさんが、わたしを食たべた、

　妹いもうとのマリちゃんが、

　わたしの骨ほねをのこらず拾ひろって、

　手巾はんけちに包つつんで、

　杜松ねずの樹きの根元ねもとへ置おいた。

　キーウィット、キーウィット、何なんと、綺麗きれいな鳥とりでしょう！」


　歌うたってしまうと、鳥とりは靴屋くつやの店みせへ飛とんで行ゆき、家根やねの上うえへ棲とまって、歌うたいました。

「母かあさんが、わたしを殺ころした、

　父とうさんが、わたしを食たべた、

　妹いもうとのマリちゃんが、

　わたしの骨ほねをのこらず拾ひろって、

　手巾はんけちに包つつんで、

　杜松ねずの樹きの根元ねもとへ置おいた。

　キーウィット、キーウィット、何なんと、綺麗きれいな鳥とりでしょう！」


　靴屋くつやはこれを聞きくと、襯衣シャツのまんまで、戸外そとへ駈出かけだして、眼めの上うえへ手てを翳かざして、家根やねの上うえを眺ながめました。

「鳥とりや、」と靴屋くつやが言いった。「何なんて好いい声こえで歌うたうんだ！」

そう言いって、家うちの中なかへ声こえをかけました。

「女房にょうぼうや、ちょいと来きなよ、鳥とりが居いるから。ちょいとあの鳥とりを見みな！ いい声こえでうたうから。」

　それから娘むすめだの、子供こどもたちだの、職人しょくにんだの、小僧こぞうだの、女中じょちゅうだのを呼よびましたので、みんな往来おうらいへ出でて、鳥とりを眺ながめました。鳥とりは赤あかと緑みどりの羽はねをして、咽のどのまわりには、黄金きんを纒まとい、二つの眼めを星ほしのようにきらきら光ひからせておりました。それはほんとうに美事みごとなものでした。

「鳥とりや、」と靴屋くつやが言いった。「もう一度ど、あの歌うたを歌うたって見みな。」

「いえいえ、」と鳥とりが言いった。「ただじゃア、二度どは、歌うたいません。それとも何なにかくれますか。」

「女房にょうぼうや、」と靴屋くつやが言いった。「店みせへ行いって、一番ばん上うえの棚たなに、赤靴あかぐつが一足そくあるから、あれを持もって来きな。」

　そこで、おかみさんは行いって、その靴くつを持もって来きました。

「さア、鳥とりや、」と靴屋くつやが言いった。「もう一度ど、あの歌うたを歌うたって見みな。」

　すると鳥とりはおりて来きて、左ひだりの爪つめで靴くつを受取うけとると、又また家根やねへ飛とんで行いって、歌うたい出だしました。

「母かあさんが、わたしを殺ころした、

　父とうさんが、わたしを食たべた、

　妹いもうとのマリちゃんが、

　わたしの骨ほねをのこらず拾ひろって、

　手巾はんけちに包つつんで、

　杜松ねずの樹きの根元ねもとへ置おいた。

　キーウィット、キーウィット、何なんと、綺麗きれいな鳥とりでしょう！」


　歌うたってしまうと、鳥とりはまた飛とんで行ゆきました。右みぎの趾あしには鎖くさりを持もち、左ひだりの爪つめに靴くつを持もって、水車小舎すいしゃごやの方ほうへ飛とんで行ゆきました。

水車すいしゃは、「カタン─コトン、カタン─コトン、カタン─コトン。」と廻まわっていました。小舎こやの中なかには、二十人にんの粉こなひき男おとこが、臼うすの目めを刻きって居いました。

「カタン─コトン、カタン─コトン、カタン─コトン」と水車すいしゃの廻まわる間あいだに、粉こなひき男おとこは、「コツ、コツ、コツ、コツ、コツ、コツ」と臼うすの目めを刻きって居いた。

　鳥とりは水車小舎すいしゃごやの前まえにある菩提樹ぼだいじゅの上うえへ棲とまって、歌うたい出だしました。

「母かあさんが、わたしを殺ころした、」


と歌うたうと、一人ひとりが耳みみを立たてました。

「父とうさんが、わたしを食たべた、」


と言いうと、また二人ふたりが耳みみを立たてて、聞きき入いりました。

「妹いもうとのマリちゃんが、」


と歌うたうと、また四人にんが耳みみを立たてました。

「わたしの骨ほねをのこらず拾ひろって、

　手巾はんけちに包つつんで、」


と言いった時ときには、臼うすを刻きっている者ものは、八人にんぎりになりました。

「杜松ねずの樹きの」


と歌うたうと、もう五人にんぎりになりました。

「根元ねもとへ置おいた。」


と言いうと、もう一人ひとりぎりになりました。

「キーウィット、キーウィット、何なんと、綺麗きれいな鳥とりでしょう！」


と歌うたうと、その一人ひとりも、とうとう仕事しごとを止やめました。そしてこの男おとこは、最後おしまいだけしか聞きかなかった。

「鳥とりや、」とその男おとこが言いった。「何なんて好いい声こえで歌うたうんだ！ おれにも、初はじめから聞きかしてくれ。もう一遍ぺん、歌うたってくれ。」

「いやいや、」と鳥とりが言いった。「ただじゃア、二度どは、歌うたいません。それとも、その石臼いしうすを下くださるなら、もう一度ど、歌うたいましょう。」

「いかにも、」とその男おとこが言いった。「これがおれ一人ひとりの物ものだったら、お前まえにやるんだがなア。」

「いいとも、」と他ほかの者ものが言いった。「もう一遍ぺん、歌うたうなら、やってもいいよ。」

　すると鳥とりは降おりて来きたので、二十人にんの粉こなひき男おとこは、総そうががかりで、「ヨイショ、ヨイショ！」と棒ぼうでもって石臼いしうすを高たかく挙あげました。鳥とりは真中まんなかの孔あなへ頭あたまを突込つきこんで、まるでカラーのように、石臼いしうすを頸くびへはめ、又また木きの上うえへ飛上とびあがって、歌うたい出だしました。

「母かあさんが、わたしを殺ころした、

　父とうさんが、わたしを食たべた、

　妹いもうとのマリちゃんが、

　わたしの骨ほねをのこらず拾ひろって、

　手巾はんけちに包つつんで、

　杜松ねずの樹きの根元ねもとへ置おいた。

　キーウィット、キーウィット、何なんと、綺麗きれいな鳥とりでしょう！」


　歌うたってしまうと、鳥とりは羽はねを拡ひろげて、右みぎの趾あしには、鎖くさりを持もち、左ひだりの爪つめには、靴くつを持もち、頸くびのまわりには、石臼いしうすをはめて、お父とうさんの家うちの方ほうへ飛とんで行ゆきました。

　居間いまの中なかでは、お父とうさんとお母かあさんとマリちゃんが、食卓テーブルの前まえに坐すわっていました。その時とき、お父とうさんはこう言いいました。

「おれは胸むねが軽かるくなったようで、大変たいへん好いい気持きもちだ！」

「否いいえ、」とお母かあさんが言いった。「わたしは胸むねがどきどきして、まるで暴風あらしでも来くる前まえのようですわ。」

　けれどもマリちゃんはじっと坐すわって、泣ないていました。すると鳥とりが飛とんで来きて、家根やねの上うえへ棲とまった。

「ああ、」とお父とうさんが言いった。「おれは嬉うれしくって、仕方しかたがない。まるでこう、日ひがぱーッと射さしてでも居いるような気持きもちだ。まるで久ひさしく逢あわない友達ともだちにでも逢あう前まえのようだ。」

「否いいえ、」とお母かあさんが言いった。「わたしは胸むねが苦くるしくって、歯はがガチガチする。それで脈みゃくの中なかでは、火ひが燃もえているようですわ。」

そういって、おかみさんは衣服きものの胸むねを、ぐいぐいとひろげました。

　マリちゃんは隅すみッこへ坐すわって、お皿さらを膝ひざの上うえへおいて、泣ないていたが、前まえにあるお皿さらは、涙なみだで一ぱいになるくらいでした。

　その時とき、鳥とりは杜松ねずの木きへ棲とまって、歌うたい出だしました。

「母かあさんが、わたしを殺ころした、」


　母親ははおやは耳みみを塞ふさぎ、眼めを隠かくして、見みたり、聞きいたり、しないようにしていたが、それでも、耳みみの中なかでは、恐おそろしい暴風あらしの音おとが響ひびき、眼めの中なかでは、まるで電光いなびかりのように、燃もえたり、光ひかったりしていました。

「父とうさんが、わたしを食たべた、」


「おお、母かあさんや、」とお父とうさんが言いった。「あすこに、綺麗きれいな鳥とりが、好いい声こえで鳴ないているよ。日ひがぽかぽかと射さして、何なにもかも、肉桂にくけいのような甘あまい香気かおりがする。」

「妹いもうとのマリちゃんが、」


と歌うたうと、マリちゃんは急きゅうに顔かおをあげて、泣なくのをやめました。お父とうさんは

「おれはそばへ行って、あの鳥とりを、ようく見みて来くる。」というと、

「あれ、およしなさいよ！」とおかみさんが言いった。「わたしはまるで家うちじゅうに火ひがついて、ぐらぐらゆすぶれてるような気きがするわ。」

　けれどもお父とうさんは出でて行いって、鳥とりを眺ながめました。

「わたしの骨ほねをのこらず拾ひろって、

　手巾はんけちに包つつんで、

　杜松ねずの樹きの根元ねもとへ置おいた。

　キーウィット、キーウィット、何なんと、綺麗きれいな鳥とりでしょう！」


こう歌うたうと、鳥とりは黄金きんの鎖くさりを、お父とうさんの頸くびのうえへ落おとしました。その鎖くさりはすっぽりと頸くびへかかって、お父とうさんによく似合にあいました。お父とうさんは家うちへ入はいって、

「ねえ！　とても美うつくしい鳥とりだよ。そしてこんな奇麗きれいな、黄金きんの鎖くさりを、わたしにくれたよ。どうだい、立派りっぱじゃないか。」

といいましたが、おかみさんはもう胸むねが苦くるしくって堪たまらないので、部屋へやの中なかへぶっ倒たおれた拍子ひょうしに、帽子ぼうしが脱ぬげてしまいました。すると鳥とりがまた歌うたい出だしました。

「母かあさんが、わたしを殺ころした、」


「おお、」と母親ははおやは呻うめいた。「わたしは千丈じょうもある地じの底そこへでも入はいっていたい。あれを聞きかされちゃア、とても堪たまらない。」

「父とうさんが、わたしを食たべた、」


というと、おかみさんは、まるで死しんだように、ばったりと倒たおれました。

「妹いもうとのマリちゃんが、」


「ああ、」とマリちゃんが言いった。「わたしも行いって見みましょう。鳥とりが何なにかくれるかどうだか、出でて見みるわ！」

そう言いって、外そとへ出でました。

「わたしの骨ほねをのこらず拾ひろって、

　手巾はんけちへ包つつんで、」


と言いって、鳥とりは靴くつを妹いもうとの上うえへ落おとしました。

「杜松ねずの樹きの根元ねもとへ置おいた。

　キーウィット、キーウィット、何なんと、綺麗きれいな鳥とりでしょう！」


と歌うたうと、マリちゃんも忽たちまち、軽かるい、楽たのしい気分きぶんになり、赤あかい靴くつを穿はいて、踊おどりながら、家うちの中なかへ跳込とびこんで来きました。

「ああ、」とマリちゃんが言いった。「わたしは、戸外おもてへ出でるまでは、悲かなしかったが、もうすっかり胸むねが軽かるくなった！ あれは気前きまえのいい鳥とりだわ、わたしに赤あかい靴くつをくれたりして。」

「いいえ、」といって、お母かあさんは跳はね起おきると、髪かみの毛けを焔ほのおのように逆立さかだてながら、「世界せかいが沈しずんで行ゆくような気きがする。気きが軽かるくなるかどうだか、あたしも出でて見みましょう。」

　そう言いって、扉口とぐちを出でる拍子ひょうしに、ドシーン！ と鳥とりが石臼いしうすを頭あたまの上うえへ落おとしたので、おかあさんはぺしゃんこに潰つぶれてしまいました。その音おとをきいて、お父とうさんと娘むすめが、内うちから跳出とびだして見みると、扉との前まえには、一面めんに、煙けむりと焔ほのおと火ひが立たちのぼって居いましたが、それが消きえてしまうと、その跡あとに、小ちいさな兄にいさんが立たっていました。兄にいさんはお父とうさんとマリちゃんの手てをとって、みんなそろって、喜よろこび勇いさんで、家うちへ入はいり、食卓テーブルの前まえへ坐すわって、一しょに食事しょくじをいたしました。










六羽の白鳥
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一



　ある国の王さまが、大きな森のなかで、狩かりをしたことがありました。王さまは、一ぴきけものをみつけて、むちゅうで追って行きました。お供とものけらい衆しゅうのうち、たれひとりあとにつづくことができないくらいでした。するうち日がくれかけて来たので、王さまは追うことはやめて、立ちどまったまま見まわしてみて、森にまよいこんだことがわかりました。どこか出る路はないかとさがしましたが、みつかりませんでした。ふとみると、むこうからひとりのばあさんが、あたまをゆすぶりゆすぶりやって来ました。これはただのばあさんではなくて、魔法まほうつかいの女でした。

「おばあさん、この森を出る道をおしえてくださらんか。」と、王さまはいいました。

「はいはい、王さま。」と、ばあさんは、こたえました。「それはおやすいご用でございますが、ただそのかわり、ひとつおやくそく願うことがございます。それをそのとおりしていただきませんと、王さまはこの森をけっしてお出になることができませんし、それなりかつえ死になさらなくてはなりません。」

「それはどんなやくそくだろう。」と、王さまはたずねました。

「わたくしに、ひとり、むすめがございます。」と、ばあさんはいいました。「うつくしいむすめでございまして、それはまず、王さまがこの世界で、ふたりとお手に入れることはできまいとおもわれるほどで、まったく王さまのお妃きさきとして不足はございません。いかがでしょう、むすめをお妃きさきになさいますか、そうすれば森を出る路みちをおしえてさしあげましょう。」

　王さまはどうなることか心配しんぱいで胸がいっぱいでしたから、ばあさんのいうとおりしょうちしたので、ばあさんは王さまを自分のこやへつれこみました。こやの中には、むすめが火にあたっていました。むすめはさも王さまのくるのがわかってでもいたように、いそいそ立ってむかえました。王さまがみると、なるほどずいぶんうつくしいむすめでしたが、どうも気に入りませんでした。顔をみているうちに、なんとなくぞうっと引きこまれるようなかんじがしてなりませんでした。それでもむすめをいっしょの馬にのせると、ばあさんははじめて王さまに路を教えました。それで、王さまはやっとお城にかえれたので、さっそく、ご婚礼こんれいの式があげられました。

　さて、この王さまは、まえにいちど結婚けっこんなさったことがあって、そのお妃きさきに、男の子が六人、女の子がひとり、つごう七人のお子がありました。そして王さまは、世界じゅうのどんなものよりも、このお子たちをだいじにしていました。で、こうなると、こんどのままおかあさまが、こどもたちにやさしくしないで、とんでもないひどいことでもされてはときづかって、森のおくにぽつんと立っている御殿ごてんのなかに、お子たちをつれて行きました。

　この御殿は、ひとがみてもわからないようになっていて、おまけに、そこまで行く路みちをみつけるのがとてもむずかしく、王さまご自分の力では、どうにもなりません。それを教おそわるのは、通力つうりきをもったある女のひとが、ふしぎなきどくをもつおだまきの糸をくれたおかげでした。このおだまきは前になげると、ひとりでにむこうへほぐれて行って、路を教えてくれました。ところで王さまが、たびたびかわいいお子たちの所へあいに出かけるうち、つい王さまのおるすを、お妃がかぎつけることになりました。お妃はだんだん気になってきて、いったい、森の中へ王さまはたったひとりでなにをしに出かけるのか、知りたくてならなくなりました。そこでお妃は、王さまのけらいの者にたくさんお金をやると、こやつらはさっそく、王さまのないしょごとをあかして、おまけにふしぎなおだまきだけが道しるべをしてくれることまで、べらべらしゃべりました。さあ、こうなると、どこにそのおだまきがしまってあるか、それをさがしだすまで、お妃きさきの胸は休まりませんでした。おだまきが手にはいると、さっそく、この女は、白い絹きぬでちいさな肌着はだぎをつくりました。それから、かねがね、母親から魔法まほうの術じゅつをならっておいたので、この肌着をぬいながら魔法をしかけておきました。さて、ある日、王さまが、れいの狩かりに出かけてるすなのをさいわい、お妃はこの肌着をもって森に出かけました。おだまきが道しるべしてくれました。こどもたちは、とおくからたれかくるのをみて、おとうさまがいらしったとおもって、大よろこびでとんで出てきました。すると、女はそのひとりひとりに、さあっと魔法の肌着はだぎをなげかけました。そして、それがこどもたちのからだにさわると、みんな白鳥にばけて、ばたばた森のむこうへとんで行ってしまいました。

　お妃は、うまく行った、と大にこにこでかえって行きました。そして、これできれいにままっ子どものかたがついたと安心あんしんしていました。でも、女の子だけひとり、そのとき、おにいさんたちについてとびだして行かなかったので、この子のあることをお妃はすこしも知らずにいました。




二



　それから日をおいて、王さまが、お子たちにあいに来ました。ところが、女の子だけで、あとの子はたれもみつかりませんでした。

「にいさまたちはどこへ。」と、王さまはたずねました。

「ああ、まあおとうさま。」と、女の子はいいました。「おにいさまたち、みんなどこかへ行っちまってよ、ひいちゃまひとり、おいてきぼりにして。」

　それで、女の子が、お窓の所からみていたら、おにいさまたちが白鳥になって森のむこうへとんで行ってしまった話をしました。それから、その白鳥の羽根がお庭におちていたのをひろっておいたのを出してみせました。王さまは悲しいおもいをしました。でも、それをまさかお妃のわるいしわざとは、おもいもよりませんでした。で、この上女の子までさらって行かれてはたいへんだとおもって、いっしょにお城へつれて行こうとおもいました。けれど、このひいさまは、なんだかままおかあさまがこわいので、王さまに、どうぞ、せめて今夜もうひと晩ばん、このまま森の御殿ごてんにいさせてくださいといってたのみました。

　ひいさまは、いじらしくも、こうおもっていました。

「おにいさまたち、もうここにはいらっしゃらないのだ。よし、あたし行って、おにいさまたちをさがして来ようや。」

　それで、くらくなるのをまちかねて、そっとひいさまはうちをぬけだすと、すぐと森の中へはいって行きました。それから、ひと晩ばんじゅうあるきまわって、あくる日もまたあるきどおしにあるいたので、さすがにくたびれて、もうひと足も行けなくなりました。ふと一けん、森のこやをみつけてはいって行くと、へやのなかにベッドが六つならべてありました。けれどひいさまは、その上にいきなりからだをのせることはえんりょして、ひとつのベッドの下にはいこんで、ゆかのかたい板の間にごろりとなって、今夜こんやはあかすつもりでした。

　ところが、お日さまがやがてしずもうというじぶん、ばさばさいうこえがして、六羽の白鳥が、窓の所へとびこんでくるのがわかりました。白鳥たちは、ゆかの上にならびました。そして、おたがい、ふうふう息をふきかけますと、のこらずの羽根がふかれて落ちました。そうして、かぶっている白鳥の皮かわが、肌着はだぎをぬぐようにぬげました。ひいさまがみると、それがおにいさまたちだとわかりましたから、大よろこびで、ベッドの下からはいだしました。おにいさまたちも、ちいさい妹いもうとをみつけたので、まけずに大よろこびしました。でも、みんなのこのよろこびは、つかの間まのものでした。

「おまえ、ここにこうしてはいられないよ。」と、おにいさまたちはちいさい妹にいいました。「このうちは山賊さんぞくのかくれがだよ。だから、やつらがかえって来て、おまえをみつけたら、きっとおまえ、ころされるよ。」

「だって、おにいさまたち、あたしの身方みかたをしてくださるでしょう。」と、ちいさい妹はいいました。

「ううん、だめなのさ。」と、にいさまたちはこたえました。「だって、ぼくたち、まいばん、たった十五分だけ、白鳥の皮をぬいでいられることになっていて、そのあいだにんげんの姿にかえるんだけれど、それがすぎると、また白鳥にされてしまうんだもの。」

　そうきいて、ちいさい妹姫は泣きながら、

「おにいさまたち、いったい、どうかしてもとにかえることはできないの。」とたずねました。

「ああ、それがね、」と、おにいさまたちがいいました。「できるにはできても、それまでするのが、とてもむずかしいのだよ。それには、おまえ、六年のあいだ、口をきいても、わらってもならないし、そのかわりに、そのあいだじゅう、せっせとえぞぎくの花をあつめて、ぼくたちのきる肌着はだぎをぬってくれなければならないのだよ。それがすむまで、ただのひとっ言ことでも、おまえの口からもれたら、せっかくのしごとがそっくりふいになってしまうのさ。」

　こう、おにいさまが話しているうち、いつかもう十五分の時が立ちました。六人が六人また白鳥になって、窓からばたばた、とび立ってしまいました。

　ひいさまは、でも、あくまでおにいさまたちを、魔法まほうからたすけだす決心をかためました。そのためには、いのちをすててかかるかくごでいました。それで、森のこやを出ると、森の奥ふかくはいって行って、一本の木の上にのぼって、そこでその晩はあかしました。あくる朝はもうさっそく出かけて、えぞぎくの花をあつめて、肌着をぬいにかかりました。たれとも話はできませんでしたし、てんでわらうなんという気がおこりませんでした。ただあけくれ木の上にすわって、しごとにばかりかかっていました。




三



　こんなふうで、かなりながいことすぎましたが、そのうち、この国の王さまが、森で狩かりをするということがはじまって、りょうしたちが、ひいさまののっている木のちかくにやって来ました。

　りょうしどもは、下から声をかけて、

「おい、おまえ、だれだい。」といいました。

　ひいさまは、なんともこたえません。

「おれたちの所へおりておいで。」と、このなかまはいいました。「おれたち、どうもしやしないからな。」

　ひいさまは、ただあたまをふるだけでした。

　それでも、なかまがまだしつっこく、ああかこうかときくので、ひいさまはこまって、かけている金のくびわをはずして投げてやりました。これでしょうちして行ってもらおうと、ひいさまはおもいました。ところがそれでははなしてくれません。そこで、しめている帯おびをなげてやりました。これでもまだだめなので、靴下くつしたどめをなげてやりました。それからまだあとからあとからと、身につけたもので、まあなくてすむもののこらずなげてやりましたから、とうとう肌着だけになりました。これだけにしても、りょうしどもはいっかな引きさがろうとはしず、あべこべに、木の上までのぼって来て、ひいさまをかかえだして、王さまのところまでつれて行きました。

　王さまは、

「おまえ、だれなの。木の上でなにをしていたのだね。」と、たずねました。

　でも、ひいさまは、だまっていました。

　王さまは、知っているだけの国ぐにのことばをつかってたずねてみました。けれど、ひいさまは、おさかなのようにむんとだまったままでした。それでも、ひいさまがとてもきれいなので、王さまは心がうっとりとして来て、もうこのひとが、大すきになりました。それで、自分のきているマントをぬいで、ひいさまにきせてやり、自分のまえにひいさまをのせて、馬でお城にかえりました。かえるとさっそく、きれいなきものをそろえて着せましたから、もともと美しいひいさまが、まひるの日のようにあかるくてりかがやいてみえました。ただその口から、ただひと言ものをいってはもらえませんでした。食事のときも、王さまは、ひいさまをそばにすわらせました。すると、ひいさまのしとやかなようすものごしといい、品格ひんかくといい、なにからなにまで、王さまのお気に入りました。そこでとうとう、「わたしの結婚けっこんするあいてはこのひとのほかにないぞ。世界じゅうどこをさがしたってないぞ。」といって、それからいく日かののち、ひいさまとご婚礼こんれいをすませました。




四



　さて、この王さまには、あいにくと、いじわるいおかあさまがありました。このおかあさまは、こんどの結婚が気に入らないので、わかいお妃きさきのことを、わるくばかりいい立てました。

「ぜんたい、どこのげす女だか知れたものではありませんよ。」と、この女はいいました。「そんな、口くちもきけない女なんてありますか。王ともあるもののあれが相手でしょうか。」

　一年立って、お妃ははじめてのお子を生みました。すると、それを、このばあさまがさらって行きました。そしてねむっているお妃の口に血をぬりたくっておきました。そうしてから、王さまのところへ出かけて、あの女は、人くい鬼おにの女だ、ととんでもないことを言いつけました。でも、王さまはそんなことをとり上げようとはしません。それよりかそんなことをいいふらして、お妃を苦くるしめることをなさけなくおもいました。お妃はというと、いつもにかわらず、じっとすわって、肌着はだぎをぬいつづけていて、ほかになにごとがおころうと心にとまらないふうでした。

　そのつぎにまた、うつくしいお子を、お妃が生みますと、れいのいじくねわるいお姑しゅうとは、おなじたくらみをしましたが、王さまは、まだその告つげ口をほんきにとり上げるまでの決心はつきませんでした。

　そこで、王さまはいいました。

「あれはいかにも信心のあつい心のよいもので、とてもそんなだいそれたことのできる女ではありません。あれがあいにくおしでなく、自分じぶんで言いとくことができましたら、罪つみのないあかしが、ひるの日のようになりましょうに。」

　それでも、とうとう、三どめに、このばあさまが、生まれた子をさらって行って、お妃きさきのせいにしてうったえたとき、それでもお妃はただひと言もいいわけをしようとしないので、さすがの王さまも、いやでもお妃をさいばんにかけるほか、どうしようもなくなりました。裁判所さいばんしょは、お妃を火あぶりの刑けいにおこなう、と言いわたしました。




五



　いよいよ言いわたしのとおり、おしおきが行われる日になりましたが、それがちょうどまた、お妃きさきには、ものもいえずわらってならないという、まる六年ものきげんのみちるさいごの日にもあたりました。この日かぎりに、お妃は、おにいさまたちをみごと、魔法まほうから助けだしたのです。六枚の肌着はだぎは、このときもうほとんどでき上がって、ただ六枚めの左の片袖かたそでだけがたりないだけになっていました。お妃は火あぶりのたきぎを積み上げた上につれだされたとき、六枚の肌着を、しっかりとそのうでにかけていました。お妃がたかい台だいの上に立って、いよいよたきぎに火がつこうというとき、お妃は、そっと四方に目を注ぎました。とたんに、六羽の白鳥が、さあっと空からまいおりてきました。ああ、救いが目の前にやって来ましたわ、そうおもって、お妃は喜びに胸をとどろかせました。白鳥たちは、ばたばた羽音はおとを立てながら、お妃の近くにとんで来ました。そして、肌着を投げかけることのできる所に、おり立ちました。

　さて、肌着がからだにふれると、白鳥の皮はばらりとぬけおちて、おにいさまたちは、ちゃんとした人間の姿になって、そこに立ちました。そしてたれもわかわかしく、うつくしくみえました。ただいちばん下のおにいさまだけ、左の片袖がまにあわなくて、白鳥のつばさをまだせなかにくっつけていました。きょうだいたちはだきあって、せっぷんしました。お妃は、びっくりぎょうてんしている王さまの所へ行って、お話の口を切りました。

「おいとしい殿とのさま、わたくしはものが申せることになりました。そこで、はっきりと申しあげます。わたくしにつみはございません、ながいこと、あられもないぬれぎぬを着せられておりました。」

　こう言って、お妃は、れいのばあさまのたくらみで、三人の子をかすめて、どこかにかくしてあるしだいを、くわしく話しました。ちょうどそこへ、お子さまたちがつれてこられたので、王さまのよろこびはたいへんなものでした。それで、いじわるい姑は、かわりに火あぶりの柱はしらにいわえられて、やかれて灰になりました。

　さて、王さまとお妃とは、六人のおにいさまたちとともども、末ながくしあわせに、なかむつまじくくらしました。










アッシェンプッテル
─灰かぶり姫のものがたり─
Aschenputtel
グリム兄弟 Gebruder Grimm
大久保ゆう訳









　だんなさんがお金もちの、ある女のひとがいました。その女のひとは、びょうきでねこんでいました。もうながくはない、と女のひとはおもって、じぶんのうんだ、たったひとりのむすめを、まくらもとによんで、こういいました。

「いつもおもいやりのある子でいるんですよ。わたしはおそらの上から、あなたのことを、ずっと見まもっていますからね。」

　まもなく、女のひとはめをとじて、いきをひきとりました。にわに、おはかがつくられました。このおさない少女は、くる日もくる日もおはかへ行き、なみだをながしました。そして、お母さんのいうとおりに、いつでも、だれにでもしんせつでいました。

　やがてゆきがふり、あたりいちめんまっ白になって、おはかも銀いろにおけしょうをしました。でも、もうすぐ、はるがやってくるというころに、おひさまのひかりで、みんなとけてしまいました。ちょうどそんなときでした、お父さんはべつの女のひとと、けっこんしてしまったのです。この女のひとは、じぶんのむすめをふたり、いえにつれてきました。さんにんとも、みためはとてもきれいでしたが、こころはまっ黒だったのです。

　かわいそうに、少女にとっては、つらい日々のはじまりだったのです。

「このやくたたず！　こんなところで、なにやってるの！ はたらかざるもの、食うべからず、っていうじゃないの。あんたなんか、皿あらいくらいがおにあいよ！」

　といって、少女のドレスをみんなとりあげたあげく、ぼろぼろになった灰色のワンピースをおしつけました。少女はわらわれて、しかたなくだいどころに行くのでした。

　まっていたのは、つらいしごとのれんぞくでした。おひさまが顔を出すまえにめをさまして、水くみ、かまどのたきつけ、ごはんづくり、皿あらい。それだけではありませんでした。ふたりの姉は、少女をいろいろいじめたあげく、わらいものにしました。

　ひがくれると、少女はへとへとになってしまいます。けれども、ベッドもありませんから、かまどのあるへやへいって、灰にまみれながら、からだをよこにするしかありませんでした。ですから、少女はいつも灰だらけで、よごれていました。そこで、少女は『灰かぶり』といういみの、『アッシェンプッテル』という名まえでよばれました。

　ある日のこと、お父さんがおまつりに行くことになりました。まず、今のおくさんのむすめたちに、なにがほしい、とききました。すると、上の姉がこういいました。

「きれいなドレスがいいわ。」

　いっぽう、下の姉はこういいました。

「しんじゅと、ほうせきがたくさんほしい。」

　さいごに、じぶんのじつのむすめの、アッシェンプッテルにききました。

「おまえは、いったいなにがほしいんだい？」

　アッシェンプッテルはこういいました。

「おまつりからのかえりみち、お父さまのぼうしに、いちばんさいしょにひっかかった小えだでかまいません。」

　お父さんはおまつりで、ふたりの姉がたのんだとおり、きれいなドレスと、しんじゅにダイヤをかいました。そしてかえりみち、ばしゃにのって、林をとおりがかったときに、ぼうしがハシバミの木にひっかかって、取れそうになってしまいました。ですから、その木のえだをおって、もってかえることにしました。いえにかえるなり、その木のえだをアッシェンプッテルにあげました。アッシェンプッテルはハシバミのえだをもって、お母さんのおはかへ行き、そばにうえました。アッシェンプッテルがいつもながす、たくさんのなみだが、水やりのかわりになったので、ハシバミのえだはすくすくそだち、ついには、りっぱな木になりました。まいにち、さんかいはおはかへ行きました。そのたびにいつもないていると、ふと、小鳥があらわれました。木の上にすをつくり、アッシェンプッテルとおはなしをするようになりました。小鳥はアッシェンプッテルをやさしく見まもって、アッシェンプッテルののぞみなら、なんでもかなえてくれました。

　さて、あるとき、王さまがパーティを、みっかかん、ひらくことになりました。そして、パーティにきたひとのなかから、王子さまははなよめをえらぶということでした。ふたりの姉は、パーティにしょうたいされました。ふたりの姉は、アッシェンプッテルをよびつけて、いいました。

「かみをといてくれないかしら。あと、くつにブラシもかけて、こしおびもしめてくれる？ わたしたち、おしろのパーティでダンスすることになっているんですからね。」

　アッシェンプッテルは、いわれるままにしました。しごとはちゃんとこなしたのですが、なみだがぽろぽろこぼれました。口には出しませんが、ほんとうは、姉たちについて、ダンス・パーティに行きたかったのです。アッシェンプッテルは、まま母に、どうかパーティに行かせてください、とおねがいしました。けれども、まま母はこういいました。

「アッシェンプッテル、あんたなんか、はくくつもない、きる服もない、それにダンスもできないのに、それなのに、パーティに行きたいだって？」

　アッシェンプッテルはひっしにたのみました。まま母はおいはらおうと、こういいました。

「このお皿の中に入ったエンドウまめ、これを灰の山の中になげるから、にじかんいないにぜんぶひろいなさい。そうしたら、パーティのことをかんがえてあげてもいいわ。」

　まま母は、灰の中に、エンドウまめをぶちまけました。ちいさなおひめさまは、うらぐちからにわへはしり出て、そらにむかって、よびかけました。

「にぎやかにさえずる小鳥さん、

　こちらへ、おそらをこえて、とんできて！

　ようきなハトさん、スズメさん、

　こちらへ、こちらへ、はやくきて！

　どうか、わたしをたすけて、みんな！

　いそいで、いそいで！

　つまんで、取って、ひろいあげて！」

　まず、さいしょに白いハトがにひき、だいどころのまどから入ってきました。つぎに、にひきのスズメがきて、おそらにいる小鳥たちみんながいっせいにやってきました。ちゅんちゅんないて、はねをぱたぱたさせながら、やってきました。小鳥たちは灰の中にとびこみ、まずハトがみをかがめて、まめをつまんで、取って、ひろいあげました。のこりの小鳥たちも、まめをつまんで、取って、ひろいあげました。あっというまに、灰の中からまめをぜんぶひろいあげ、灰をのけつつ、お皿の上においていきました。ぜんぶおわるのにいちじかんもかからず、小鳥たちはまたまどからとびだしていきました。

　アッシェンプッテルは、パーティに行けるとうきうきしながら、まま母のところへお皿をもっていきました。けれども、まま母はこういいました。

「あんたみたいな、うすぎたないむすめは、ダメったらダメなの！ ドレスもない、ダンスもできないあんたは、行っちゃダメにきまってるんだから。」

　アッシェンプッテルは、またもひっしにおねがいしました。すると、まま母はこういいました。

「このにまいのお皿の中に入ったエンドウまめ、これを灰の山の中になげるから、いちじかんいないにぜんぶひろいなさい。そうしたら、パーティのことをかんがえてあげてもいいわ。」

　こうすれば、アッシェンプッテルをおいはらえると、まま母はおもいました。そして、ふた皿ぶんのエンドウまめを、灰の中にぶちまけました。

　ちいさなおひめさまは、うらぐちからにわへはしり出て、もういちど、そらへよびかけました。

「にぎやかにさえずる小鳥さん、

　こちらへ、おそらをこえて、とんできて！

　ようきなハトさん、スズメさん、

　こちらへ、こちらへ、はやくきて！

　どうか、わたしをたすけて、みんな！

　いそいで、いそいで！

　つまんで、取って、ひろいあげて！」

　まず、さいしょに白いハトがにひき、だいどころのまどから入ってきました。つぎに、にひきのスズメがきて、おそらにいる小鳥たちみんながいっせいにやってきました。くぅくぅないて、かたあしでぴょんぴょんしながら、やってきました。小鳥たちは灰の中にとびこみ、まずハトがみをかがめて、まめをつまんで、取って、ひろいあげました。のこりの小鳥たちも、まめをつまんで、取って、ひろいあげました。灰の中からまめを、灰をのけつつ、お皿の上においていきました。ぜんぶおわるのにさんじっぷんもかからず、小鳥たちはまたとびだしていきました。

　アッシェンプッテルは、こんどこそパーティに行けるとわくわくしながら、まま母のところへにまいのお皿をもっていきました。けれども、まま母はこういいました。

「こんなものどうでもいいのよ。とにかく、あんたは行けないんだから。ドレスもない、ダンスもできないようでは、こっちがはじをかくだけだわ。」

　まま母は、ふたりのむすめをつれて、パーティに行ってしまいました。

　みんな行ってしまって、いえにはアッシェンプッテルひとりだけになりました。かなしみにくれて、アッシェンプッテルはハシバミの木の下まで行って、そこへすわって、いいました。

「ハシバミさん、わたしにこなをふりかけて、

　金と銀のこなを、わたしのからだにふりかけて。」

　すると、アッシェンプッテルのともだち、あの鳥さんが木からとびだしてきました。金銀のドレスや、きらきらのきぬのくつをもってきたのです。アッシェンプッテルはドレスをきて、きぬのくつをはいて、ふたりの姉のいるパーティへ行きました。しかし、姉たちはアッシェンプッテルではなく、どこかのしらないおひめさまだとかんちがいしました。それほどきらびやかな服にみをつつんで、りっぱでうつくしくおもえたからです。アッシェンプッテルはいえで灰まみれになっているから、ここにいるはずがないとおもっていたのです。

　王子さまがアッシェンプッテルに近づいて、手を取って、いっしょにダンスをしました。王子さまは、アッシェンプッテルいがいのだれとも、おどろうとしませんでした。ずっとアッシェンプッテルの手をにぎっていました。ほかのひとが、アッシェンプッテルにダンスをもうしこんでも、王子さまはこういうのでした。

「このかたは、ぼくとダンスをしているのです。」

　こんなかんじで、ふたりは夜がふけるまで、ずっとダンスをつづけました。アッシェンプッテルがかえることになると、王子さまはいいました。

「おはなしでもしながら、あなたのいえまでゆきませんか？。」

　王子さまは、このうつくしいおひめさまが、どんなうちにすんでいるのか知りたかったのです。けれども、アッシェンプッテルは王子さまをふりほどき、とつぜん、いえにむかってはしりだしました。

　王子さまはおいかけましたが、アッシェンプッテルはしいくごやにとびこんで、かぎをかけてしまいました。王子さまはしかたなく、だれかがくるまでまつことにしました。アッシェンプッテルのお父さんがかえってくると王子さまは、パーティにいたなぞのおひめさまが、このしいくごやにみをひそめてしまった、とせつめいしました。ふたりでドアをこじあけましたが、中はもぬけのからでした。

　アッシェンプッテルのお父さん、まま母、姉たちがいえの中に入ると、アッシェンプッテルはいつものように、ちいさなランプのほのかな明かりにてらされながら、灰でよごれたワンピースをきて、よこになっていました。

　どうやってここまできたかといいますと、アッシェンプッテルはぜんそくりょくで、しいくごやをとおりぬけて、ハシバミの木のところまできました。そして木の下でドレスをぬぎ、鳥さんがもちかえれるように、木の下においてから、いつもとおなじように、灰色のワンピースをきて、灰の中にねそべったというわけです。

　つぎの日もパーティがはじまり、お父さん、まま母、姉たちは出かけてしまうと、アッシェンプッテルはハシバミの木のところへ行って、いいました。

「ハシバミさん、わたしにこなをふりかけて、

　金と銀のこなを、わたしのからだにふりかけて。」

　鳥さんがもってきたのは、きのうよりもずっときれいなドレスでした。パーティにきていくと、アッシェンプッテルがあまりにもうつくしいので、みんなおどろいてしまいました。王子さまはアッシェンプッテルをまちこがれていて、手を取って、いっしょにダンスをしました。ほかのひとが、アッシェンプッテルにダンスをもうしこんでも、王子さまはやっぱり、こういうのでした。

「このかたは、ぼくとダンスをしているのですよ。」

　夜がふけて、かえるじかんになりました。この日も王子さまはつけていって、きのう見うしなったところまできました。しかし、アッシェンプッテルはあっというまに、いえのうらにわにきえてしまいました。

　にわに、おいしそうにみをつけた、洋なしの木がありました。アッシェンプッテルはほかにかくれるところも見つからないので、だれにも見られないうちにと、木のはっぱの中へかくれてしまいました。

　王子さまはアッシェンプッテルを見うしなってしまい、どこに行ったかまったくわからなくなりました。アッシェンプッテルのお父さんがかえってくると、王子さまはこういいました。「いっしょにダンスをおどった、なぞのおひめさまがきえてしまったのです。たぶん、この洋なしの木の中にかくれているとおもうのですが。」

「もしかして、アッシェンプッテルが？」とお父さんはおもって、おのをもってきました。えいと木を切りたおしましたが、ひとのかげもかたちもありませんでした。

　みんながだいどころへ行くと、アッシェンプッテルはやっぱり灰の中でよこになっていました。

　どうやったというと、アッシェンプッテルは、木のはんたいがわからとびおりて、きれいなドレスをハシバミの木の鳥さんにかえしてから、灰色のちいさなワンピースにきがえた、というわけでした。

　みっかめ、お父さん、まま母、姉たちがパーティへ行くと、アッシェンプッテルはまたにわへ行って、いいました。

「ハシバミさん、わたしにこなをふりかけて、

　金と銀のこなを、わたしのからだにふりかけて。」

　鳥さんがもってきたのは、きのうよりももっときれいなドレスで、こんどはくつが金でできていました。パーティへ行くと、アッシェンプッテルのあまりのうつくしさに、だれもみな、ことばもありませんでした。王子さまは、アッシェンプッテルいがいのだれとも、おどろうとしませんでした。ほかのひとが、アッシェンプッテルにダンスをもうしこんでも、王子さまはこういうのでした。

「このかたは、『ぼく』のパートナーなのですよ。」

　夜がふけて、かえるじかんになりました。やっぱり王子さまはついていく気でした。「こんどこそ見うしなわないぞ。」とこころにちかいましたが、アッシェンプッテルもやっぱり、王子さまのまえから、ぱっといなくなりました。けれども、この日はあわてるあまり、ひだりあしの金のくつを、かいだんのとちゅうにおとしてしまいました。

　王子さまはくつをひろいいました。つぎの日、王子さまのお父さん、つまり王さまのところへ行って、いいました。

「ぼくは、この金のくつがぴったりはけるおひめさまを、おきさきにしたいです。」

　アッシェンプッテルのふたりの姉は、このはなしをきいて、おおよろこびしました。ふたりのあしはきれいですから、ぜったいはけるとおもいこんでいたのです。まず上の姉がくつをもって、じぶんのへやに行きました。まま母がみまもるなか、くつをはいてみようとしました。けれども、くつはおもったよりもちいさくて、おやゆびがじゃまして、くつがはけませんでした。まま母はそれを見て、上の姉にナイフを手わたしました。

「だいじょうぶ、切り取ればいいのよ。おきさきさまになれば、おやゆびのひとつやふたつ、どうでもいいことになるわ。あるかなければいいんですから。」

　上の姉は、まま母のいうことをききいれて、おやゆびを切ってしまいました。それから、むりやりくつの中におしこんで、王子さまに見せました。王子さまは上の姉をおよめさんとして、じぶんのウマにのせて、おしろへかえることにしました。

　けれども、おしろへのかえりみち、アッシェンプッテルがうえたハシバミの木のそばをとおらなければなりませんでした。そのとき、こずえの上で、小さなハトがとまって、うたをうたっていました。

「もどって！　ひきかえすんだよ！ くつをしっかり見なきゃ！

　くつがちいさい、あなたのくつじゃない！

　王子さま！　王子さま！ およめさんをちゃんと見て！

　そのひとは、ほんとうのおよめさんじゃないよ！」

　王子さまはウマを下りて、上の姉のあしをたしかめました。血がながれていたので、王子さまはだまされたことに気がつきました。ウマをまわれ右をさせて、にせもののおよめさんを、いえにおくりかえしました。

　王子さまは、アッシェンプッテルのいえのまえで、こういいました。「このひとは、ほんとうのおよめさんではありません。だれかほかのむすめさんに、このくつをはかせてみてください。」

　こんどは下の姉が、へやに行って、くつをはこうとしました。けれども、かかとがじゃまして、くつがはけませんでした。そこで、まま母は血が出るまで、むりやりくつの中へおしこんでから、王子さまに見せました。王子さまは下の姉をおよめさんとして、じぶんのウマにのせて、おしろへかえることにしました。

　でも、ハシバミの木のところまできたとき、まだあの小さなハトがいて、うたをうたっていたのです。

「もどって！　ひきかえすんだよ！ くつをしっかり見なきゃ！

　くつがちいさい、あなたのくつじゃない！

　王子さま！　王子さま！ およめさんをちゃんと見て！

　そのひとは、ほんとうのおよめさんじゃないよ！」

　王子さまがウマの上から見ると、下の姉のくつから、たくさんの血がながれていて、白いくつ下がまっ赤になっていました。王子さまはウマをまわれ右をさせて、いえにおくりかえしました。

　王子さまは、アッシェンプッテルのお父さんにこういいました。「このひとは、ほんとうのおよめさんではありません。もう、ほかにむすめはいないのですか？」

　お父さんは、こうへんじをしました。

「いません。ただ、わたしのつれ子に、うすよごれたアッシェンプッテルというむすめがいますが、あの子がほんとうのおよめさんだなんて、ぜったいありえっこないです。」

　けれども、王子さまはつれてきなさい、といいました。まま母が、しゃしゃりでて、いいました。

「あの子はダメですよ。うすぎたないから、王子さまのまえには、出てきたくないって。」

　でも王子さまはつれてきなさい、といいはりました。アッシェンプッテルはまず顔と手をあらってから、王子さまのまえにあらわれました。スカートのへりをつまみ、ひざをまげ、あいさつをしました。王子さまは金のくつをてわたしました。アッシェンプッテルはぼろぼろのくつを、ひだりあしから外して、金のくつをはきました。アッシェンプッテルのためにつくられたみたいに、くつはするするっとあしにおさまりました。王子さまは、アッシェンプッテルをそばにひきよせて、じっと見つめました。たしかに、見たことのある顔だったのです。

「このひとが、ほんとうのおよめさんです。」

　王子さまのことばをきいて、まま母とふたりの姉はぎょっとしました。アッシェンプッテルが王子さまのウマの上にのせられたとき、まま母もそのむすめたちも、おこって、顔がまっさおになっていました。

　王子さまとアッシェンプッテルは、ウマにのって、ハシバミの木をとおりがかりました。あの白いハトは、このようにうたっていました。

「おしろへ！　おしろへ！ くつをしっかり見て！

　おひめさま！　あなたのくつですよ！

　王子さま！　王子さま！ およめさんをおしろへつれてってね！

　そのひとは、ほんとうのおよめさんだから！」

　ハトはうたをうたいおえると、こずえからはなれて、アッシェンプッテルのみぎかたにちょこんととまり、いっしょにおしろへ行きましたとさ。













【補足】

　「アッシェンプッテル」には、一部英文とドイツ語原文で違う箇所がある。それはアッシェンプッテルおよび小鳥の詩の部分で、ドイツ語原文からの訳は次の通りである。




「やさしいハトさん、スズメさん、おそらにいる鳥さんたちみんな、きて、わたしがまめをひろうのを、てつだって。

　いいのは、はちの中へ、

　ダメなのは、たべちゃって。」




「ふるえて、ゆれて、小さな木、

　わたしに金や銀をふりかけて。」




「うしろを見て、ふりかえって見て、

　くつの中に血があるよ。

　くつが小さすぎるんだ。

　ほんもののおよめさんは、あなたをまってるよ。」




「うしろを見て、ふりかえって見て、

　くつの中に血はないよ。

　くつも小さくないよ。

　ほんもののおよめさんは、あなたのそばにいるよ。」




　原文の一部の版では、アッシェンプッテルが靴を落とす課程がこのように変わることもある。




『　でも王子さまはあたまをはたらかせて、まえもって、かいだんをぜんぶオイルでべとべとにしておきました。ですから、アッシェンプッテルはかいだんをかけおりたときに、ひだりのくつがひっついて、ぬげてしまいました。王子さまはくつをひろいあげました。それは小さくうつくしい、金のくつでした。』




　また、最後に次の記述が含まれることもある。




『　王子さまとのけっこん式がとりおこなわれた日、ふたりのいじわるな姉は、アッシェンプッテルにとりいって、しあわせにあやかろうとしました。ちかいあったふたりが、きょうかいへむかったとき、上の姉はみぎがわにいて、下の姉はひだりがわにいましたが、まん中にいたハトに、ふたりとも、かたほうの目をたべられてしまいました。ふたりがかえってきたときに、こんどは上の姉はひだりがわ、下の姉はみぎがわにいたため、まん中にいたハトに、ふたりとも、もうかたほうの目もたべられてしまいました。こうして、わるいことばかりしていた、ふたりの姉は、いましめとして、いっしょう目が見えなくなったとさ。』










白雪姫


底本：「グリム　世界名作 白雪姫」光文社

　　　1949（昭和24）年3月5日初版発行

※「旧字、旧仮名で書かれた作品を、現代表記にあらためる際の作業指針」に基づいて、底本の表記をあらためました。

入力：大久保ゆう

校正：鈴木厚司

2005年2月22日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。







ラプンツェル


底本：「グリム童話集」冨山房

　　　1938（昭和13）年12月12日発行

※「旧字、旧仮名で書かれた作品を、現代表記にあらためる際の作業指針」に基づいて、底本の表記をあらためました。

入力：大久保ゆう

校正：鈴木厚司

2005年3月15日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。




ルンペルシュチルツヒェン


底本：「世界おとぎ文庫（グリム篇）森の小人」小峰書店

　　　1949（昭和24）年2月20日初版発行

　　　1949（昭和24）年12月30日4版発行

※「旧字、旧仮名で書かれた作品を、現代表記にあらためる際の作業指針」に基づいて、底本の表記をあらためました。

入力：大久保ゆう

校正：浅原庸子

2004年6月16日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。




赤ずきんちゃん


底本：「世界おとぎ文庫（グリム篇）森の小人」小峰書店

　　　1949（昭和24）年2月20日初版発行

　　　1949（昭和24）年12月30日4版発行

※原題の「ROTKÄPPCHEN」は、ファイル冒頭ではアクセント符号を略し、「ROTKAPPCHEN」としました。

※「旧字、旧仮名で書かれた作品を、現代表記にあらためる際の作業指針」に基づいて、底本の表記をあらためました。

入力：大久保ゆう

校正：浅原庸子

2004年4月29日作成

2005年11月19日修正

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。




おおかみと七ひきのこどもやぎ


底本：「世界おとぎ文庫（グリム篇）森の小人」小峰書店

　　　1949（昭和24）年2月20日初版発行

　　　1949（昭和24）年12月30日4版発行

※「旧字、旧仮名で書かれた作品を、現代表記にあらためる際の作業指針」に基づいて、底本の表記をあらためました。

入力：大久保ゆう

校正：浅原庸子

2004年4月29日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。




かえるの王さま


底本：「世界おとぎ文庫（グリム篇）森の小人」小峰書店

　　　1949（昭和24）年2月20日初版発行

　　　1949（昭和24）年12月30日4版発行

※原題の「DER FROSCHKÖNIG ODER DER EISERNE HEINRICH」は、ファイル冒頭ではアクセント符号を略し、「DER FROSCHKONIG ODER DER EISERNE HEINRICH」としました。

※「旧字、旧仮名で書かれた作品を、現代表記にあらためる際の作業指針」に基づいて、底本の表記をあらためました。

入力：大久保ゆう

校正：浅原庸子

2004年4月29日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。




ブレーメンの町楽隊


底本：「世界おとぎ文庫（グリム篇）森の小人」小峰書店

　　　1949（昭和24）年2月20日初版発行

　　　1949（昭和24）年12月30日4版発行

※「旧字、旧仮名で書かれた作品を、現代表記にあらためる際の作業指針」に基づいて、底本の表記をあらためました。

入力：大久保ゆう

校正：浅原庸子

2004年6月16日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。




ヘンゼルとグレーテル


底本：「世界おとぎ文庫（グリム篇）森の小人」小峰書店

　　　1949（昭和24）年2月20日初版発行

　　　1949（昭和24）年12月30日4版発行

※「旧字、旧仮名で書かれた作品を、現代表記にあらためる際の作業指針」に基づいて、底本の表記をあらためました。

入力：大久保ゆう

校正：浅原庸子

2004年6月16日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。




星の銀貨


底本：「世界おとぎ文庫（グリム篇）森の小人」小峰書店

　　　1949（昭和24）年2月20日初版発行

　　　1949（昭和24）年12月30日4版発行

※「旧字、旧仮名で書かれた作品を、現代表記にあらためる際の作業指針」に基づいて、底本の表記をあらためました。

入力：大久保ゆう

校正：浅原庸子

2004年6月16日作成

2005年11月12日修正

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。




杜松の樹


底本：「グリム童話集」冨山房

　　　1938（昭和13）年12月12日発行

※「旧字、旧仮名で書かれた作品を、現代表記にあらためる際の作業指針」に基づいて、底本の表記をあらためました。

入力：大久保ゆう

校正：鈴木厚司

2005年4月1日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。




六羽の白鳥


底本：「世界おとぎ文庫（グリム篇）森の小人」小峰書店

　　　1949（昭和24）年1月20日初版発行

　　　1949（昭和24）年4月10日再版発行

※「旧字、旧仮名で書かれた作品を、現代表記にあらためる際の作業指針」に基づいて、底本の表記をあらためました。

入力：浅原庸子

校正：大久保ゆう

2012年5月7日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。




アッシェンプッテル

翻訳の"底本：Brothers Grimm (1823) ""Aschenputtel"" translated by Edgar Taylor and Marian Edwardes

　　　上記の翻訳底本は、著作権が失効しています。

翻訳者：大久保ゆう

2002年4月1日初訳

2003年4月1日修正

2006年4月30日作成

青空文庫提供ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）に提供されています。




※この作品は、クリエイティブ・コモンズの帰属 2.1 Japanライセンスの下でライセンスされています。この使用許諾条件を見るには、http://creativecommons.org/licenses/by/2.1/jp/をチェックするか、クリエイティブ･コモンズに郵便にてお問い合わせください。住所は：559 Nathan Abbott Way Stanford California 94305 USA です。

上記のライセンスに従って、翻訳者に無断で自由に複製・再配布することができます。




※翻訳者のホームページは、http://www.alz.jp/221b/ にあります。作品・翻訳の最新情報やお問い合わせは、青空文庫ではなく、こちらにお願いします。
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